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～はじめに～ 
まず騎手を理解する上において重要なのは、その騎手がどんな位置をとる傾向があって、どういう
スタイルの騎乗をするか。今回このファイルを作るにおいて、それぞれの騎手のキャラクターを一
目でわかるように色分けしました。 

【別次元】 

ルメール騎手と川田騎手、モレイラ騎手の３人のみ。別次元に上手いのでこの３人の取捨が現代競
馬では重要。 
 

【徹底先行タイプ】 

とにかく位置をとって前々で競馬をすることが多い騎手。 
 

【ふんわり自在タイプ】 

先行も差しも自在で好位競馬が多い。ふんわりと乗って馬の末脚を引き出す。 
 

【ガシガシ自在タイプ】 

先行も差しも自在で好位競馬が多い。ガシガシとパワーで馬を動かす。 
 

【ふんわり差しタイプ】 

基本的に位置は取らず後ろから。ふんわりと乗って馬の末脚を引き出す。 
 

【ガシガシ差しタイプ】 

基本的に位置は取らず後ろから。ガシガシとパワーで馬を動かす。 
 

【我が道を行く個性派タイプ】 

ざっくりとキャラに当てはめるのが難しい我が身を行く個性派。 
 

【信頼度低い騎手】 

位置取りやキャラ云々よりも前提としての技術が足りないので信頼度が低い。 
 

【絶対に買ってはいけない騎手】 

とにかく騎乗技術が下手なので、馬が良くても基本的に買えない。 
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【現代競馬で重要なスタートが上手い騎手まとめ】 
 
競馬ファンの大半がスマホやパソコンを持って J R A―V A Nや T A R G E T を使っている時代。皆様もひし
ひしと感じていると思いますが、競馬ブロガー、YouTuber の影響力もあって市井の競馬ファンのレベルが飛躍
的に上がっています。 
 
もう以前のように「前走で不利を受けた馬」「時計指数が高い馬」を買い続ければプラスになるような時代は終わ
りました。そんな競馬ファン総勢ハイレベル時代を生き抜くためにはどうすればいいか？？ 
 
最も効果的な方法は、データを駆使して狙い馬を見極める現代のファンでも見ていない部分を重視することじ
ゃないでしょうか。 
 
もう全てのレース映像が無料で誰でも見られる時代。特に直線でのコース取りや不利などは誰もが把握できてし
まいますし、逆に前走で不利を受けた馬の方が人気になったりすることも。そんな現代のハイレベルファンでも
あまり注目していないのが「レースの前半部分」です。 
 
ゴール前のコース取りや不利で２、３馬身の差が出るのはわかりやすいですが、１コーナーまでのコース取りや
不利でも同じくらいの差がつくのが競馬のレース。ただ、この部分はわかりやすいゴール前の部分に比べて現代
の競馬ファンにはチェックされていないと思います。 
 
そんなレースの前半部分でも特に重要なのはスタートでしょう。記憶に新しいところでは２０２４年の葵ステー
クスのモズメイメイはロケットスタートを決めてスタートだけで結果を決めてしまいました。それぐらいにスタ
ートは重要なのですが、J R A―V A Nや T A R G E T でもスタートの速さは記載されていませんし、現代の
競馬ファンもうやむやな感じで済ませている人が多いでしょう。 
 
このデータ化、数値化しにくいスタートの部分を今回は指数化しました。２０２４年のすべてのレースを目視し
てスタートの上手下手をチェックするという気の遠くなる作業の末、各騎手がどれくらいスタートが上手いのか
を一目でわかるようにしました。 
 
[スタート◎]	=	２ポイント	
[スタート◯]	=	１ポイント	
[スタート△]	=	マイナス１ポイント	
[スタート×]	=	マイナス２ポイント	
[スタート躓き orスタート不利など]	=	0ポイント	
	

ざっくりこんな感じで全てのレースのスタートをポイント化し、それを全て合計した上で各騎手の総騎乗数で割
ってスタート計数を出しています。	
	

リーディング下位の騎手ほど行き足つかない馬に乗っていたりするので、この数値が低いから確実にスタートが
下手だとは言い切れませんが、ざっくりスタートが上手いか下手かを判断するのに使っていただければ幸いです。	
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２０２４年の各騎手の全レースのスタートをポイント化してそれを合計。それを総騎乗数で割ったのがスタート
係数になります。スタート係数が大きければ大きいほど「ちゃんとスタートをしっかり出す確率が高い」ことを
意味しております。（※年間騎乗数が１０に満たない騎手はカウントに入れておりません）	
	

皆さんがこれまでざっくりイメージしていたスタートが上手い、下手な騎手が、実際に指数化された時にどれく
らいの順位にいるかをここでチェックしていただければと思います。	
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【外国人騎手】 

デイビッド イーガン 
 

⼀⾔キャラ スタート上⼿く前に⾏って折り合えるのが最⼤の強み。 
解説 来⽇直後のインタビューで「スタートを出ていいポジションを⾺に⽤意できるのが⾃分の強みだ

と思う。」とコメントしていた通りで積極的な競⾺が売り。とはいえ、⾵の影響を考慮する外国
⼈騎⼿らしくあんまり逃げは好まないイメージで、逃げ⾺の直後の２、３番⼿で溜めて抜け出す
競⾺が多い。基本技術がしっかりしている上に前に⾏けるのでいずれ重賞は勝つだろう。 

 

【外国人騎手】 

タイグ オシェア（S係数１３１位） 
 

⼀⾔キャラ 何⼀つ⽇本競⾺に対応できず。過去最低の外国⼈騎⼿では？ 
解説 ２０２４年が初来⽇。スタート下⼿（実際にスタート係数も最下位近い）で、全く⾺も御せてい

ないレースばかりで、この騎⼿が乗っているだけで全く伸びない⾺が多かった。過去最低レベル
の外国⼈騎⼿じゃないでしょうか。 

 

【外国人騎手】 

レイチェル キング（S係数５９位） 
 

⼀⾔キャラ 積極性と総合⼒を併せ持った屈指に信頼できる外国⼈騎⼿。 
解説 いかにも直線が短くてタイトな競⾺が多いオーストラリアのジョッキーという感じ。２０２３年

のワールドオールスタージョッキーで来⽇して総合 2 位の実績。その時のドーバーホークでの差
し切り勝ちを⾒ても追えるジョッキーですし、無理⽮理に位置を取りに⾏ってなんとか折り合い
をつけて残したポッドボレットでの騎乗は⾒事の⼀⾔。ポッドボレットはこの時のキング騎⼿ぐ
らいでしか好⾛できていませんし、それを考えても乗れるジョッキーでしょう。 
 
戦法は⾃在ですが、多頭数でタイトな競⾺が多いオーストラリアのジョッキーらしく勝負になる
位置は取りに⾏くタイプ。⼥性騎⼿ですがしっかり追えますし、短期免許外国⼈騎⼿の中では屈
指に信頼できる。 
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【外国人騎手】 

リチャード キングスコート（S係数１３７位） 
 

⼀⾔キャラ 初年度は⽇本競⾺に対応できなかった出遅れ王⼦。 
解説 ２０２４年が初来⽇。スタート下⼿（実際にスタート係数も最下位近い）で、⽇本競⾺にもほと

んど対応できずに終わった。ただ、オシェア騎⼿ほどの酷さはなく、来⽇を繰り返せばパフォー
マンスを上げてくる可能性はある。 

 

【外国人騎手】 

アンドレアス シュタルケ（S係数１０５位） 
 

⼀⾔キャラ ここに来て信頼度が爆上がり。⾺質が上がれば⽇本でも無双もありそう。 
解説 以前の来⽇時は信頼できないジョッキーというイメージだったが、２０２４年の来⽇時は素晴ら

しい騎乗の連続。インをロスなく⽴ち回って完璧なエスコートが⽬⽴っていましたし、⾺質さえ
上がれば⽇本競⾺で無双してもおかしくない。 

 

【外国人騎手】 

クリスチャン デムーロ（S係数１０２位） 
 

⼀⾔キャラ ⽇本競⾺を⾒切った感じでいきなりスパルタ先⾏タイプに変貌。 
解説 以前はどこか物⾜りないミルコの弟というイメージの騎⼿だったが、ヨーロッパで揉まれに揉ま

れたことで世界ナンバーワン級の騎⼿に成⻑。ジャパンナイズドされてオーソドックスな完全無
⽋タイプになったように⾒えたが、２０２４年の短期来⽇でイメージが激変。 
 
どうも⽇本競⾺は前への意識が⾜りないと⾒切ったような感じで、恐ろしいぐらいにスパルタ先
⾏タイプに変貌した。スワン Sでのアグリ、ターコイズ Sでのドゥアイズの騎乗がわかりやすい
が、とにかく無理⽮理にでも位置を取りに⾏って４コーナーで勝負を決めに⾏くことが多い。特
に京都競⾺場では⾃⾝もコメントしている通り４コーナーで勝負を決めに⾏く。 
 
そんな極端なスタイルに変貌したため、⾺場によって信頼度が変わる感じ。末脚が決まりにくい
⾺場なら１⽇に何勝もする。どんなレースでも逃げ⾺を早めに潰しに⾏くため、この騎⼿が乗っ
ている時はなかなか前残りが発⽣しにくい。 
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【外国人騎手】 

ハリー ドイル（S係数９４位）  
 

⼀⾔キャラ ３年⽬の来⽇で⼤ブレーキ。ただ無理⽮理に捲るパワフル姉さん。 
解説 ２０２３年の来⽇でブレイクしかけたが、２０２４年の来⽇は⼤失敗。通算で４勝しか挙げられ

ませんでしたし、その中でもダートは０勝。ただ、無理⽮理に捲る雑な競⾺ばかりが⽬⽴ってい
た感じで、こんな騎乗が続くのであれば信頼はできない。 

 

【外国人騎手】 

ウィリアム ビュイック（S係数３２位） 
 

⼀⾔キャラ 短期免許組の中ではルメールに近い万能型。外枠壁なしの折り合い技術は世界⼀。 
解説 世界のゴドルフィンの主戦騎⼿で、欧州だけでなく世界中様々なレースに⾺を使ってくるゴドル

フィンの戦略に合わせるかのように騎乗スタイルは万能型。短期免許で来⽇する外国⼈の中では
当たりが柔らかい⽅で、ルメール騎⼿に近い騎⼿と⾒ていいか。 
 
２０２３年のジャパンカップでのスターズオンアース、２０２４年のジャパンカップでのドゥレ
ッツァ、あとは平場のベストシーンの未勝利の騎乗などを⾒ても、外枠で前に壁が作れない状況
で折り合わせることが世界⼀上⼿い印象。 

 

【外国人騎手】 

レネ ピーヒュレク（S係数１３４位） 
 

⼀⾔キャラ 先⾏意識があまりなく、初年度は活躍できず。 
解説 ２０２４年が初来⽇。スタート下⼿（実際にスタート係数も最下位近い）で、同じドイツ競⾺の

騎⼿でもムルザバエフ騎⼿のような⽇本競⾺への対応はできなかった。⽇本競⾺に慣れてくれば
変わる可能性はある。 
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【外国人騎手】 

トム マーカンド（S係数１９位） 
 

⼀⾔キャラ とにかく追えるガシガシタイプ。チャンスがないだけで腕はまずまず。 
解説 初来⽇時に豪快な追い⽅を⾒せて評価上昇。２年⽬の２０２３年の短期騎乗も期待されたが、コ

ロナが本格的に明けてムーアやモレイラが来⽇してきたことで⾺質が低下。２０２４年の来⽇時
には明らかに⾺質が落ちていた。 
 
⾒た⽬通りにパワーで無理⽮理に⾺を動かすタイプなのでノーザンファーム⽣産⾺との相性が
微妙。２０２３年は複勝率３割程度しかありませんでしたし、このあたりは数字にシビアなノー
ザンファームですからダメ外⼈の烙印を押された感じも。 
２０２４年は重賞で３回しか騎乗機会がありませんでしたし、その中でもステイヤーズ Sでシル
ブロンを持ってきたあたり腕はまずまず。 

【外国人騎手】 

ライアン ムーア（S係数２位） 
 

⼀⾔キャラ タイトに⽴ち回ってしっかり追える剛腕オールラウンダーだが近年⽇本では凋落気味。 
解説 もう来⽇回数も多くなってきて⽇本競⾺も完全に熟知。しっかりと位置を取って、なおかつ折り

合って追えるオールラウンダーで、基本的に外を回さずにタイトに⽴ち回るのがセールスポイン
ト。 
 
ただ、最近は明らかに来⽇時の成績が落ちてきており、２０２４年の来⽇では重賞で⾺券圏内に
絡んだのは１回だけだった。ムーアというだけで⼈気になるのでなかなか買えない騎⼿になって
きている。 

 

【外国人騎手】  

バウイルザン ムルザバエフ（S係数８５位） 
 

⼀⾔キャラ 徹底先⾏タイプキャラからノーザンの寵愛を受けて⾃在タイプに変貌 
解説 ２０２２年冬に初来⽇となったが、早々にホープフル Sを制していきなりインパクトを残した。

来⽇当初はとにかくどんな⾺でも位置を取りに⾏く徹底先⾏タイプだったが、⽇本での騎乗機会
が増えるにつれてノーザンファームの有⼒⾺に乗ることが増えて⾃在タイプに変貌中。とにかく
追えるのでズブい⾺を動かせたら天下⼀品。２０２４年は暮れに⼤怪我を負ってしまったのでそ
こからの復活に期待したい。 
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【外国人騎手】 

ジョアン モレイラ（S係数４位） 
 

⼀⾔キャラ 勝てる位置を知っているミスターパーフェクト。 
解説 モレイラ騎⼿の最⼤の武器はスタートが上⼿いこと（実際にスタート係数も全体で４位）。今ま

で後ろから競⾺をしていた⾺でもスタートを決めて位置を取りに⾏くことが多く、基本はどの⾺
でも好位ポジションで競⾺をすることが多い。 
 
スローペースでもハイペースでもどちらにも対応できるポジションで競⾺をしてくるので展開
のアヤで負けることなどが少ない。その位置が取れて折り合えるんだからもう何もいうことはな
い。ルメール騎⼿と川⽥騎⼿以外では唯⼀、別次元マークの騎⼿とした。 

【外国人騎手】 

オーレリアン ルメートル（S係数１１５位） 
 

⼀⾔キャラ 初来⽇時はとにかく積極策が⽬⽴った。 
解説 ２０２４年が初来⽇。外国⼈騎⼿は来⽇を繰り返して徐々に⽇本競⾺に慣れていくので、なかな

か現状でキャラを決めつけるのは難しいところ。ただ、初来⽇時はかなり積極策が⽬⽴って強引
に先⾏するタイプの騎⼿でした。 

【外国人騎手】 

ダミアン レーン（S係数１位） 
 

⼀⾔キャラ ⾃在性を⾝につけてジャパンナイズドされた若き天才。 
解説 最初の来⽇時は積極性が⽬⽴つ騎⼿だったが、来⽇回数が増えてきて⽇本の競⾺で完全に順応し

てきた印象。２０２２年のマイル CSではセリフォスで溜めに溜めて末脚を引き出しましたし、
ステイヤーズ Sのようにインをタイトに突く競⾺も⾃由⾃在。それでいて平場では以前のように
位置を取って勝てる競⾺をしてくれますし、基本的に弱点はほぼない。スタート係数も短期間で
の集計ながら１位を記録した。 
 
⾃在性を⾝につけてはきたが、外国⼈騎⼿なのでふわっと溜めて乗る⾺よりも動かして良さが出
るタイプの⽅がいい。まさにそんなイメージのタスティエーラで⽇本ダービーを制したのは記憶
に新しい。 
 
２０２４年はピンポイント騎乗での来⽇しかなく、成績もイマイチ。短期免許を取得してノーザ
ンファームの援護があれば普通に活躍しそうではあるが。 
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【202４年 騎手リーディング１位】 

クリストフ ルメール（S係数６６位） 
 

⼀⾔キャラ ビッグレースの帝王。位置を取って折り合えるのが最⼤の強み。 
解説 ２０２３年の⼤外枠から先⼿を奪った菊花賞のドゥレッツァでの神騎乗は圧巻。２０２３年の有

⾺記念でのスターズオンアースでの騎乗もそうだが、筋⼒があって折り合いに絶対的な⾃信があ
るので、スタートを出していって位置を取って折り合いをつけられるのが最⼤の武器。ノーザン
ファームの絶対的エースで、常に勝ち負けになる⼈気⾺しか乗らないですし、そんな⾺質の上に
位置を取って折り合えるんだからそりゃルメールばかりが勝つのも当然。 
 
平場レースでは⼈気にこたえるためにとにかく前付けするが、アーモンドアイやイクイノックス
のように能⼒に絶対的な⾃信があるときはどっしり構えて末脚を活かす競⾺が多い。新⾺戦で素
質⾺と感じている⾺では無理に先⾏しないで溜めますし、あまり素質を感じていない⾺では積極
策で押し切りを狙う。ルメールがどう乗るかで⾺の将来性はわかる。 
 
ノーザンファームが賞⾦の⾼いビッグレースを勝つために重宝している騎⼿、ということもあり
得意条件はビッグレースが⾏われる東京競⾺場の根幹距離。東京芝１６００m、東京芝１８００
m、東京芝２０００m、東京芝２４００m、中⼭芝２０００mあたりでの成績はどれも複勝率７
割近いものになっていますし、東京芝２０００mなんて勝率４割を超えるので逆らっても無駄。
⼀⽅で中京競⾺場は現状で苦⼿にしているのでそこは覚えておきたい。 
 
リーディング 2 位の川⽥騎⼿は平場の成績が圧巻で⼤レースになるほど成績を落とすのに対し
てルメール騎⼿はその逆。２０２３年の G２レースの複勝率は６割になりますし、G１レースの
勝率は３割超えで複勝率は７割超え。ただ、イクイノックスが引退したためか、２０２４年の G
１レースは複勝率が３割以下に落ちたので２０２５年はどうなるか。 
 
なかなか弱点を⾒つけるのが難しい騎⼿ではありますが、芝の道悪⾺場の成績が悪いのが弱点。
２０２３年は重⾺場以上の芝で 1 勝しかしていませんし、２０２４年も道悪で成績は落ちていま
した。それだけ良⾺場のキレ勝負向きのノーザンファーム⽣産⾺に乗っていて、その切れ味を引
き出す騎乗を磨いているということでしょう。⼤⾬が降ったらルメールに喧嘩を売るのはアリで
す。 
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【202４年 騎手リーディング２位】 

川田 将雅（S係数４５位） 
 

⼀⾔キャラ 現代⽇本競⾺のスパルタ⼤王。乗鞍厳選主義のため⼤レース以外は基本好⾛が前提。 
解説 とにかく先⾏意識が強くてどんなレースでも好位付けしてガシガシ追ってくる騎⼿だったが、２

０２３年くらいに完全に頂点位置を極めた感じで、ほとんど弱点がなくなってきた。２０２３年
と２０２４年の通算勝率は３割で連対率は５割、複勝率は６割。もう川⽥騎⼿を相⼿に⼊れない
⾺券はほとんど外れると⾔ってもいいぐらいだ。 
 
これだけ好⾛率が⾼い理由はミスをほとんどしないという絶対的な騎乗技術に加えて「勝てない
⾺にしか乗らない」という乗鞍厳選主義が⼤きい。エージェントの⼒も⼤きいだろうが、善戦レ
ベルで終わる⾺には川⽥騎⼿が乗ることはありませんし、平場のレースでは川⽥騎⼿が乗る時点
で能⼒上位で調教も絶好と考えるのが妥当。クラスが上がるほどに好⾛率が下がるのが川⽥騎⼿
の特徴だが、それは平場のレースとは違って重賞では能⼒最上位の⾺に乗ることができるケース
が少ないから。平場のレースではまず⾛るので仕⽅ないと割り切って、⼤レースでは⾺のレベル
次第では軽視しても良いジョッキーだろう。 
 
先⾏意識が強くて乗鞍厳選主義で勝てる⾺しか乗らない、という川⽥騎⼿の強みが最⼤限に活か
されるのが地⽅交流重賞。半数は地⽅所属の勝負にならない⾺なので不確定要素が少ないです
し、２０２３年は勝率５７％、連対率７３％という異常な成績を残しました。地⽅交流重賞はも
う川⽥騎⼿を軸にしておけば間違いないレベルです。 
 
先⾏意識は⾼いが逃げる競⾺は嫌い。基本的に好位ポジションでどんな展開になっても⼤丈夫と
いう騎乗をすることが多い。その先⾏⼒をフルに活かせる阪神競⾺場を最も得意にしており、次
点で中京競⾺場の好⾛率が⾼い。⼀⽅で直線が⻑くて末脚の質が問われる東京競⾺場は苦⼿にし
ており、２０２３年の勝率は東京競⾺場だと１３％。直線は短いが中⼭競⾺場の成績もあまり良
くなく、このあたりは重賞で関東に遠征するものの関⻄ほどは必勝⾺を集められないという理由
もあるんだろう。現状、競⾺場で嫌うなら東京競⾺場と中⼭競⾺場という感じです。 
 
２０２３年１２⽉２３⽇の２勝クラスを勝利したペプチドタイガーや２０２１年の阿蘇S２着の
スマートセラヴィーなどをみても、この騎⼿は揉まれ弱い⾺や内枠不利な条件で⾺を我慢させる
のが⾮常に上⼿い。他の騎⼿では揉まれて終わる⾺でも川⽥が乗ると伸びてくるというシーンは
多い。 
 
前に⾏く意識は強いのだが、スタート係数を⾒ても４５位で特にスタートは速くない。実際のレ
ースを⾒ても半歩ぐらい出遅れることが多く、そこから⼆の⾜でスッと位置を取りに⾏くことが
多い。そんなスタイルなので⾺⾃⾝が⼤きく出遅れるタイプだとスタートで終わることもある。 
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【202４年 騎手リーディング３位】 

戸崎 圭太（S係数２２位） 
 

⼀⾔キャラ オーソドックス騎乗でとにかく弱点が少ない。 
解説 ミスターオーソドックス。とにかく弱点がない点が特徴。地⽅出⾝なのでそれなりに追えますし、

JR A キャリアも⻑いのでしっかり溜めることもできる。リーディング上位の騎⼿の中ではとに
かく弱点が少ないタイプと⾔える。 
 
毎年リーディングの上位に来る騎⼿ですが、この順位に関しては関東所属で絶妙に G１レースの
常連ではないと⾔う点が⼤きい感じ。関⻄での G１開催時に関東で留守番をしていることが多
く、裏開催で⼈気⾺に乗って勝利数を荒稼ぎすることが多い。よく関⻄圏の成績が悪いと揶揄さ
れているが、それは単純に重賞や G１で関⻄に遠征しているためにレースレベルが⾼いことが多
いからだろう。ただ、２０２４年は皐⽉賞も有⾺記念も勝ちましたし、ビッグレースでの勝負強
さも発揮。全体リーディングで３位を確保したことで少しイメージが変わってきた感じはありま
す。 
 
福島競⾺場で毎年圧倒的な成績を収めており、間違いなく福島競⾺場は得意。福島芝１２００m
は複勝率６割超えで⼾崎騎⼿のためのコースのようになっています。これだけ福島競⾺場での活
躍が⽬⽴つのは、ルメールや横⼭武史あたりが北海道を主戦にしていることで、実質的に福島競
⾺場が裏開催のようになっているからだと思います。 
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【202４年 騎手リーディング４位】 

坂井 瑠星（S係数３１位） 
 

⼀⾔キャラ 世界を股にかける超積極型イケメン。 
解説 デビュー当時は⾃在タイプの⾏儀が良い印象の騎⼿だったが、２０２１年後半あたりから⼀気に

先⾏⾊が強まった。今では J R A騎⼿の中でも最も先⾏意識が強い騎⼿で、普段は後ろから進め
ている⾺でもこの騎⼿が乗った途端に先⾏策になる。２０２３年の全ての競⾺で逃げ率が２５％
もあるのは異常なレベルです。 
 
２０２３年にレモンポップ、フォーエバーヤングというダートの名⾺に出会ったことでキャリア
は⼀気に上昇。⽮作厩舎所属ということで早くから世界の舞台でも活躍できていますし、間違い
なくこれからの⽇本競⾺界を背負っていくジョッキーでしょう。 
 
やはり課題は控えて差す競⾺での引き出しが少ない点。得意条件も関⻄場所のダートに偏ってお
り、前に⾏ける強みが活かせる舞台が多い。直線が⻑いコースでのビッグレースには課題が残る
感じで、今後はそのあたりを伸ばせていけるかどうか。 
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【202４年 騎手リーディング５位】 

松山 弘平（S係数１１位） 
 

⼀⾔キャラ 「前へ前へ」前に⾏くことだけで地位を築いてきた。差し⾺やビッグレースとの相性は最悪。 
解説 初の GI勝ちはアルアインの皐⽉賞で早めに動いて押し切り勝ち。基本的に前に⾏って早めに動

く騎⼿で、現役騎⼿の中でも最も先⾏意識の強いジョッキーという印象。以前は関⻄にこういう
タイプの先⾏意識が強いジョッキーが少なかったので活躍が⽬⽴っていましたが、最近は坂井、
⻄村など若⼿で先⾏意識が強いジョッキーが増えてきたことで、前に⾏けるメリットが少なくな
って⾏き詰まった感じがします。 
 
とにかく全てのレースで前に⾏くことを考えているので、内枠で包まれるよりも外枠で包まれず
に先⾏できる時の⽅が好成績。相性の良い舞台が外枠有利の条件ということもありますが、内枠
よりも外枠の⽅が複勝率が⾼いのは注⽬したいところです。 
 
基本は前に⾏けるメリットを最⼤限に活かせる舞台でこその騎⼿で、阪神ダート１８００mや京
都ダート１８００mの成績は凄まじいもの。⼀⽅で末脚の質が問われる芝のビッグレースでは早
めに動いてしまって直線で伸びないレースばかり。実際に G３、G２までは先⾏意識の⾼さで好
⾛率は⾼いものの G１になった途端に成績がガクンと下がるので、今のところは G１レースで
は買いにくい騎⼿です。 
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【202４年 騎手リーディング６位】 

横山 武史（S係数４１位） 
 

⼀⾔キャラ 先⾏意識の低い関東騎⼿の中で抜けた前付け意識。近年では伸び悩みで極度の内弁慶キャラ。 
解説 独⾃のスタート理論がありそうで、ゲート内で⾺を無理⽮理に前に出すような感じでスタートを

決めることが多い。札幌競⾺場でブレイクしたこともあってスタートを決めて前付けする競⾺が
スタンダード。溜めて良い⾺よりも動かして良い⾺が合うタイプだろう。 
 
デビュー２年⽬に北海道で⼤ブレイクしたこともあってか、とにかく夏の北海道開催で勝利数を
荒稼ぎするのが最⼤の特徴。前付けして強気に乗る騎⼿なので、あんまり直線の⻑いコースは得
意ではなく、関東圏では東京競⾺場よりも中⼭競⾺場向き。関東圏の騎⼿は消極的なベテランが
多く、あんまり積極的に乗る騎⼿がいないためにこの騎⼿の積極性が活きている印象で、関東所
属という⾯には恵まれているか。実際、関⻄への遠征時の成績は微妙で、阪神競⾺場で２０２３
年は未勝利。２０２４年に⾄っては中京より⻄の競⾺場で⼀度も勝つことができなかった。 
 
前付けしてこそ良さが出る騎⼿なので、成績が良いのは未勝利戦と１勝クラス。上級戦になるほ
ど成績が落ちていくのは、上のクラスになるほど前付けするだけでは厳しくなるからでしょう。
⼀⽅で重賞の成績はかなり良い傾向が出ており、２０２３年の重賞レースを⾒てもソールオリエ
ンスやウンブライル、ジャスティンパレス、キミワクイーンのように後⽅でじっくり構える騎乗
を選ぶケースが増えている。平場では徹底先⾏スタイルだが、重賞ではそれだけではいけないと
スタイルを変えている可能性があるか。 
 
もともとの所属騎⼿のレベルが低すぎるということもあるが、ビッグレッドファームやラフィア
ン所有の⾺に乗る時の成績が⾮常に優秀。薄々マイネル軍団の⽅々も柴⽥⼤知や丹内では⼤レー
スを勝てないということには気づいているはずで、横⼭武史騎⼿を乗せてきた時は⼀気にパフォ
ーマンスをあげることが多い。 
 
どうもエフフォーリアの引退とともに完全に伸び悩んでいるようで、最近はビッグレースでの活
躍もなかなか⾒なくなってきている。⻄の坂井騎⼿に差をつけられないためにもそろそろ正念場
というところだろう。 
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【202４年 騎手リーディング７位】 
鮫島 克駿（S係数１３位）  
 

⼀⾔キャラ ノーザンの主要騎⼿に昇進も G１で現実の厳しさを味わうイン差し王⼦。 
解説 デビュー当時からふんわり溜めて差す競⾺が売りだったが、近年は前に⾏く積極性も⾝について

総合⼒が格段に上昇。とにかくロスなくインを突くのが特徴で、外枠を引いてもどこかでインに
⼊れてロスなく競⾺ができる。総合⼒が⾼い上に⼀発も狙えるタイプの騎⼿で、インタビューな
どを⾒ても全レースのパトロールを⾒て研究熱⼼。福永騎⼿の引退後の⽇本競⾺を引っ張るのは
この騎⼿か、というのが２０２２年末時点での評価。 
 
２０２３年は結果的に躍進を遂げたとは思いますが、地位を上げてノーザンファームの主要騎⼿
になった事でコナコースト、ジャスティンパレス、ジャンタルマンタルなど結果を残しているの
に乗り替わりという現実の厳しさを味わう⽻⽬に。以前ならばこれらのクラスの⾺に乗れてはい
なかったと思うので、これも躍進したが故の苦悩という感じでしょうか。 
 
昨年あたりから徐々に先⾏意識が強まっている印象を受けましたが、２０２３年の下半期はさら
にその傾向が強まった印象。ただ、前に⾏く競⾺が多くなって成績を上げている感じがなく、ホ
ープフルステークスのショウナンラプンタのような逆噴射の⽅が多くなってきているか。乗り替
わりばかりで⾃⾝のスタイルを模索している最中なのかもしれないが、若⼿のホープであること
は間違いないので⼀刻も早く G１タイトルが欲しい。 
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【202４年 騎手リーディング８位】 

岩田 望来（S係数２０位） 
 

⼀⾔キャラ 以前はダートの外枠イメージの騎⼿だったが、徐々に総合タイプに。 
解説 藤原厩舎所属でデビュー当時から英才教育。それに加えて岩⽥康誠騎⼿の御⼦息ということもあ

って、⽗からの教えが⼤きいのか⽗に似た騎乗スタイルになっていている。しっかり追える点も
魅⼒ですし、芝では京都⾦杯のイルーシヴパンサーのようにインを突いてロスなく進めてくる。 
 
以前は外枠のダートでこそのイメージの騎⼿だったが、最近はそこまででもない感じ。芝でもダ
ートでも満遍なく⾛ってきますし、課題だった G１での活躍も２０２４年で初 G１制覇。坂井騎
⼿とともに⻄の若⼿のホープとしてこれからの⽇本競⾺を引っ張っていきそうです。 
 

 
 
 

【202４年 騎手リーディング９位】 

武 豊（S係数４６位） 
 

⼀⾔キャラ 京都競⾺場のリニューアルで完全復活。我慢させる技術が京都コースで特に活きる。 
解説 デビュー当時からずっとスター騎⼿だったために能⼒上位の⾺に乗り続けてきた。そんな⾺の末

脚を活かす騎乗が絶品で、サンデーサイレンス系の末脚を引き出す溜める騎乗が絶品。⾃⾝も騎
乗していたディープインパクトの系統の⾺に乗って相性が良い。かといって溜める騎乗だけの騎
⼿ではなく、サイレンススズカのような⾺で絶妙なラップを刻む逃げも代名詞。武豊騎⼿が逃げ
るとスローでもハイでもない絶妙なペースになりがち。 
 
最近は前半リズム重視で勝負所からじわっと動く捲り差しを得意としているイメージ。２０２３
年の有⾺記念のドウデュースもそういう騎乗でしたし、エルムステークスのセキフウもそんな感
じの騎乗でした。最近の先⾏意識が強い若⼿騎⼿が多いレース質は武豊騎⼿に合っているよう
で、今後も体⼒が極端に衰えない限りは活躍できると思います。 
 
捲り差しを決めやすいという点でコーナー半径が⼤きいコースのダート中距離戦の成績が優秀。
札幌ダート１７００m や阪神ダート１８００m の成績が⾮常に良く、函館ダート１７００m に
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⽐べてこれだけ札幌ダート１７００m の成績が良いという点を⾒ても捲り差しが効きやすい舞
台がとにかく得意なんでしょう。 
 
仕掛けどころが⾮常に難しい京都競⾺場を昔から得意としており、京都競⾺場がリニューアルし
てからはさらに復権気配。まさに京都マイスターと⾔えるんじゃないでしょうか。 
 

 

 

 
 

 
【202４年 騎手リーディング１０位】 

西村 淳也（S係数３６位） 
 

⼀⾔キャラ 坂井劉星と共に出世街道を歩む。先⾏意識⾼い新進気鋭のホープ。 
解説 平場でも重賞でもとにかく先⾏することで頭⾓を現してきた騎⼿。２０２２年までの重賞２勝は

ギベオン、ベレヌスでどちらも逃げてのものでしたが、２０２３年は前に⾏く意識は強いものの
エルトンバローズのように好位で上⼿く⽴ち回って勝てるようになりました。これは単純に騎⼿
レベルの上昇と⾒ていいんじゃないでしょうか。エルトンバローズの活躍が⼤きかったか、関⻄
のエース調教師、杉⼭厩舎との関係が良さそうで、今は主戦級の位置付けになりつつあります。 
 
騎乗レベルは上がってきているものの、基本は前に⾏ける強みを活かせる舞台で強い騎⼿。好⾛
コースを⾒ても坂コースより明らかに平坦コースの⽅が成績が良い。２０２４年は待望の G１制 
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覇も成し遂げましたし、これからの⽇本の競⾺界を引っ張っていくジョッキーの⼀⼈でしょう。
年齢やキャラなど坂井騎⼿とほぼ同じイメージを持っていて良いと思います。 
 

 
 

 
 

 

【202４年 騎手リーディング１１位】 

佐々木 大輔（S係数１６位） 
 

⼀⾔キャラ ３年⽬で完全に独り⽴ち。積極性と総合⼒を備えた東のホープ。 
解説 ２０２２年末時点での評価でも「新⼈騎⼿の中ではそこまで⾺質が⾼くなく、それでいて１年⽬

で１２勝はまずまずの成績。１２⽉のブルーゲートに乗ったレースを⾒ても⽔準レベルの技術は
ありそうで、２年⽬で⾺質が改善すると上昇してくるかも。」と評価していた騎⼿で、その⾒⽴
て通りに２年⽬で⼤ブレイク。最年少で函館リーディングをとってしまった。その勢いはさらに
加速して２０２４年はリーディング１１位ですからもうトップジョッキーの１⼈と⾒ていい。 
 
とにかくスタートセンスが抜群で、出遅れずに良い位置で脚を溜められるのが最⼤の売り。かと
いって先⾏⼀辺倒のスタイルではなく、好位から中団で脚を溜める競⾺を好む模様。減量騎⼿だ
が特別戦での活躍が⽬⽴っているのも、減量を活かした積極策に頼っていないからだと思いま
す。 
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この騎⼿の将来性を確信したのが、２０２３年秋のヴォーグマチネでの２回の騎乗ぶり。これま
で原⽥騎⼿や⻄村太⼀騎⼿に乗られ続けて何も良さを出せていなかった⾺を乗り替わり初戦で
芸術的なイン突きで２着に。継続騎乗の２戦⽬では好位からきっちり差し切ってまさに乗り替わ
りでの⼀変を⾒せつけた。もう上⼿いのはバレているので⾺券的な妙味はなくなっていくが、今
後の競⾺界を背負っていく騎⼿になれるはず。 
 
 

 

 

 
【202４年 騎手リーディング1２位】 

丹内 祐次（S係数３３位） 
 

⼀⾔キャラ 以前はダメ騎⼿だったが最近は急上昇。とにかく積極的でインを突く。 
解説 以前はマイネル軍団のサブ騎⼿で、前に⾏ける分だけ柴⽥⼤知騎⼿よりはマシという感じだった

が、２０２２年に急上昇。前に⾏けていろんな競⾺のパターンができるようになり、普通に乗れ
る騎⼿になってきました。騎⼿の努⼒もあると思いますが、岡⽥総帥が逝去されて柴⽥⼤知騎⼿
へのこだわりが少なくなったことで丹内騎⼿の⾺質が上がってきた可能性も⾼いか。 
 
２０２３年のハイライトは⾼松宮記念のトゥラヴェスーラのイン突き３着だろうが、外を回す騎
⼿が多くなった時でもインを突くのが丹内騎⼿の特徴。騎⼿意識が外に⾏けば⾏くほどイン突き
がハマることは多いので、開催後半の荒れ⾺場でこの騎⼿のコース取りは注⽬。 
 
マイネル軍団を多数所有している和⽥正⼀厩舎との相性が良く、２０２３年の複勝率は５０％。
前付けして粘り込むスタイルの厩舎と騎⼿で相性が良いんだと思います。 
 
２０２４年は東京競⾺場だけは最悪な成績。キレがあまりないマイネル軍団の⾺に乗ることが多
いので、東京競⾺場に向いた⾺に乗っていない感じがします。 
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【202４年 騎手リーディング１３位】 

団野 大成（S係数４３位） 
 

⼀⾔キャラ ネクスト福永祐⼀。戦略性で勝負する多彩なホープ 
解説 デビュー当時から末脚を引き出す競⾺が⽬⽴っていたが、それだけではダメだと悟ったか位置を

取る競⾺も⽬⽴ってきて徐々にブレイク。どうも福永騎⼿にアドバイスを受けてスタートや位置
取りを改善したそうですし、師と慕う福永騎⼿に似たような騎⼿になっていきそう。 
 
好⾛条件を⾒ると芝の良⾺場よりも荒れた⾺場の⽅が成績優秀。これもしっかりと戦前に戦略を
練ってくる団野騎⼿らしい結果で、⾺場読みにも優れている証だろう。２０２３年に初めて G１
を勝利したのも道悪⾺場の⾼松宮記念でした。 
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【202４年 騎手リーディング1４位】 

菅原 明良（S係数５３位） 
 

⼀⾔キャラ 積極性で世に出たが最近は出遅れ、消極的騎乗も⽬⽴つ。買うなら差しの⽳⾺。 
解説 以前は前に⾏く積極性を売りにする騎⼿で、下級条件で先⾏⼒を活かしてこそのイメージだった

が、2021 年に東京新聞杯をカラテで勝利したことで関係者の評価が急上昇。２０２２年春の新
潟リーディングを取れたのを⾒ても、⻑い直線で溜めて差す競⾺での信頼度も上がってきた。 
 
そんな２０２２年の活躍を踏まえると２０２３年は⾜踏みした印象。以前の積極性が年を経るた
びになくなってきている感じで、２０２３年は重賞で逃げたのは１回のみ（その１回がフローラ
ステークス勝ちのゴールデンハインド）。２０２２年も重賞で逃げたのは２回のみ。どうも最近
のレースを⾒ていても出遅れることが多く、前に⾏って欲しい⾺で前に⾏かない競⾺が多い印象
です。 
 
最近はそんな感じなので先⾏⾺よりも差し⾺で魅⼒。腕っぷしが強くてしっかりと最後まで追え
る騎⼿なのでハイペースで前崩れになれば⼤⽳を開けることもよくありますし、２０２３年に重
賞で⾺券に絡んだのもほとんどはそのパターン（オーシャン Sのディヴィナシオンが典型例）で
した。２０２４年はブローザホーンの宝塚記念で G１勝ちとなりましたが、関東騎⼿は消極的な
タイプが多いだけにもう少し積極的に乗っても良いのでは？ 
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【202４年 騎手リーディング１５位】 

北村 友一（S係数５７位） 
 

⼀⾔キャラ ふんわり差しタイプから末脚引き出せる⾃在型に。完全復活は近いか。 
解説 以前はふわっと溜めて差すタイプだったが、ノーザンファームから⽬をつけられてクロノジェネ

シスなど⼀線級の⾺で経験を積んだことで末脚引き出せる⾃在型に変貌。いよいよ最⾼峰のトッ
プジョッキーになれるか、というタイミングで⼤怪我をしてしまい、復帰してからは後遺症で真
価を発揮できていなかった。 
 
２０２４年はリーディングでも１５位に⼊りましたし、何よりクロワデュノールという世代トッ
プクラスの⾺に出会ったことで完全復活も近そう。２０２５年はクロワデュノールとともにクラ
シックを活躍できるかどうかでもう⼀⽪剥けるかが変わりそうです。 
 
ふわっと溜めて乗れるタイプだからか、芝でもダートでも８枠の成績が⾮常に優秀。普通なら嫌
われる外枠も北村友⼀騎⼿ならマイナスにしなくてよさそうです。 
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【202４年 騎手リーディング１６位】 

横山 和生（S係数１２１位） 
 

⼀⾔キャラ 横⼭家の中でも屈指のスパルタタイプ。スタート係数低くレースを壊す騎乗が多い。 
解説 タイトルホルダーのイメージが強いが、あんまりスタートが上⼿い感じもない（スタート係数１

２１位）ですし極端な先⾏タイプではない。ただ、直線まで悠⻑に待つような競⾺をすることは
ほとんどなく、強気にスパルタに仕掛けることが多い。序盤の度胸は⽗親譲り、勝負所での強引
さは弟譲りという感じのジョッキーだ。 
 
外枠から無理⽮理に位置を取ったり途中で捲りを仕掛けたりすることが多く、クラッシャータイ
プなので⼩回りコースではレースを壊すこと多々。そういう騎⼿なので⼈気⾺を確実に勝たせる
ような騎乗はあんまり期待できず、⼈気別の成績を⾒ても１０番⼈気ぐらいまで好⾛率がほぼ同
じ。極端にレースを動かす騎乗で⼈気薄を持ってくる⽳ジョッキーというイメージが強い。出遅
れたがタフな⾺場でインを捲り気味に動いて２着に持ってきた２０２３年の札幌記念のトップ
ナイフなんて横⼭和⽣騎⼿の真⾻頂だったか。 
 
ベラジオオペラの主戦ということで関係性が良くなったか、上村厩舎の⾺での成績が秀逸。２０
２３年の複勝率は６割近かったので好相性と覚えておきたい。 
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【202４年 騎手リーディング１７位】 
三浦 皇成（S係数９８位） 
 

⼀⾔キャラ 結局戦略性がないのは変わらず。下級条件で無難に先⾏して最後に差される。 
解説 スタートは上⼿いがそこからの戦略性に⽋けるタイプ。そのスタートの上⼿さが活かせるダート

短距離では良い成績を収められていたが、それ以外のレースでダメだったせいで伸び悩んでい
た。２０１９年には復調気配が⾒られたが、どうもそこからは以前の三浦ジョッキーに戻ってし
まった感じ。結局戦略性がないジョッキーという印象だ。２０２４年のスタート係数を⾒てみる
とスタート⾃体もそこまで上⼿くないのかもしれない。 
 
この騎⼿の特徴は「下級条件で信頼できる」が「とにかく勝てない」という点。複勝率だけを⾒
ると下級条件から上級条件まであんまり変わらないのだが、勝利のほとんどは未勝利戦でのも
の。スタートが上⼿くて先⾏できるので未勝利戦は⼒の違いで押し切れるが、上のクラスになれ
ばなるほど末脚お化けの⾺がたくさんいるので最後に差されてしまう。 
 
１番⼈気での複勝率が８０％と⾮常に⾼いものの勝率が微妙というのがそれを典型的に表して
いるようで、前に⾏けるから⾺券には絡むものの勝ちきれない、まさにそんな騎⼿なんだろう。 
 

 
 

 
【202４年 騎手リーディング１８位】 

藤岡 佑介（S係数５１位） 
 

⼀⾔キャラ ⾺乗り技術は抜群。最近は１枠での活躍が⽬⽴つ。 
解説 若い頃から何かと勝負弱さが⽬⽴って批判されることが多かったが、三⼗代に⼊る頃に成績上

昇。そろそろ G I２勝⽬も近いかと思いましたし、ジャックドールというお⼿⾺も⼿に⼊れて⾶
躍するかというところで再び迷⾛気味。２０２４年はそこからペプチドナイルで G１を制したこ
とで復調気配が⾒える年になりました。 
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枠順別の成績を⾒ると、以前は芝レースで外枠の⾺の成績が優秀でした。ただ、最近は芝ダート
問わず１枠の成績が⽬⽴っており、１枠からロスのない競⾺での好⾛が⽬⽴っています。 
 

 
 
コラムを毎週更新していることやひ弱なビジュアルから過剰にファンから批判されますが、そこ
まで下⼿なジョッキーではないと思います。 
 
ただ、⼀⽅で勝負弱いのは間違いなく、⼈気⾺での信頼度は微妙。重賞などのビッグレースでの
好⾛も少ないですし、肝⼼なところでミスをしてファンのアンチを買う騎乗を繰り返している感
じ。 
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【202４年 騎手リーディング1９位】 
高杉 吏麒（S係数５位） 
 

⼀⾔キャラ スタート係数⾼く、基本は前に⾏っての先⾏競⾺が魅⼒。 
解説 １年⽬から勝ち星を伸ばしてリーディング１９位。割と１年⽬の若⼿にしては⾃在に競⾺ができ

るタイプだが、スタート係数が５位で抜群にゲートが上⼿なので前に⾏ける先⾏競⾺が魅⼒。⼤
体好⾛している時はスタートを決めての先⾏作が多くなっています。 
 

 

 
【202４年 騎手リーディング２０位】 

西塚 洸二（S係数６４位） 
 

⼀⾔キャラ ２０２４年にブレイク。才能光る騎乗が多いがやる気のあるなしが極端で信頼に⽋ける。 
解説 デビューして所属した⿅⼾厩舎と仲違いしてあっさり関⻄に遠征したり、どうも競⾺以外の素⾏

⾯で問題がありそうな印象。２０２２年は藤原厩舎のバックアップがあってエージェント⼩原軍
団の後押しがありながら全く勝ち星を伸ばせませんでしたが、２０２３年はようやくきっかけを
つかんだようで⼤ブレイク。もともと⾺乗りの才能は抜群でしたし、インを完璧に捌いて差し切
るような芸術的な騎乗が⽬⽴ちました。 
 
間違いなく将来有望な騎⼿だとは思いますが、芸術的なイン差し騎乗が⾒られたと思いきや、あ
っさり前が詰まって諦めるレースも多かったり、やる気のあるなしが極端で⾺券的な信頼度は⽋
ける印象です。 
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【202４年 騎手リーディング２１位】 

幸 英明（S係数８７位） 
 

⼀⾔キャラ ほぼ全レースに乗っているタフネスだが騎乗ぶりは戦略性がなくて雑。 
解説 騎乗数が話題に上がるようにフィジカルが強い騎⼿。ダート競⾺の成績が良いことでもわかるよ

うに積極的な競⾺からガシガシあきらめずに追ってくれる。あんまり戦略性はなさそうで、とに
かく前に⾏くか途中で動く競⾺が信条。 
 
前に⾏っていかに粘るか、がメインのスタイルなので直線が⻑いのは物理的に不利。騎乗⾺の質
が低いのもあるが東京コースでは絶望的な成績で、基本はダート戦で前付けしてガシガシ追って
残してくれることを期待する騎⼿か。 
 

 

 
【202４年 騎手リーディング２２位】 

津村 明秀（S係数２３位） 
 

⼀⾔キャラ もともとは繊細なタイプだったがキャリアを重ねるごとにクラッシャータイプに。 
解説 以前はふわっと乗る⾃在系の騎⼿だったが、最近はこれまでのイメージとは違う先⾏捲りクラッ

シャータイプに変貌中。かなり強気に先⾏することも増えてきましたし、⼩回りコースでびっく
りするぐらい早いタイミングで捲ることも。 
 
２０２３年はキャリアハイに近い成績を残すことができましたが、１１⽉と１２⽉が急失速で尻
すぼみの成績。２０２４年はヴィクトリアマイルで待望の G１勝ちとなりましたが、騎乗スタイ
ルとしては途中で捲ってレースを壊すことが多いです。 
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【202４年 騎手リーディング２３位】 

ミルコ デムーロ（S係数１１４位） 
 

⼀⾔キャラ ◎８枠 ◎稍重⾺場 狙えるタイミングは出遅れて外を回しても届くレース。 
解説 かつて「G１レースは全てデムーロを買え」と⾔われていたような時代もあったが、今は G１レ

ースで⼈気⾺に乗るケースも稀。イタリア⼈らしく調⼦の波が成績にも反映されやすいところを
ノーザンファームに好かれなかったようで、ここまで凋落するかという落ちぶれぶり。 
 
とにかく J R Aのジョッキーの中で最もスタートが下⼿な部類で基本的に出遅れる。実際にスタ
ート係数を⾒てもかなり下位に位置しています。未勝利戦などでスピードが違う時は先⾏するこ
とも多いので、後ろからの競⾺になるのはそれが好きというよりは出遅れが多いから仕⽅なくそ
うなっている感じ。 
 
出遅れてリズム重視で外を捲り気味に仕掛けることが多く、⾼速⾺場の芝レースでは途中で動い
た瞬間にもう終了というレースが多い。そんなジョッキーだけに現状で買えるのは開催後半の外
が伸びる⾺場の時だけ。８枠だけ異様に勝利数が多いのも８枠でも勝てるレースでしか好⾛して
いないからで、芝の稍重⾺場だけやたらに好⾛率が良いのも適度に外差しが決まる稍重⾺場ぐら
いが絶妙にハマるジョッキーなんでしょう。 
 

 

 
【202４年 騎手リーディング２４位】 

田辺 裕信（S係数１０６位） 
 

⼀⾔キャラ マイペースで泰然⾃若。逃げも追い込みも意外性あり。 
解説 我が道を⾏くマイペース騎⼿。逃げるときは競り合うことも気にせず、追い込むときは届かなく

ても涼しい顔。追い込む時はかなり外を回して⼤外⼀気を狙うことが多く、どんな戦法を取るに
しても⾺場バイアスや展開に⼤きく左右されるタイプ。インタビューで⾒せる天然ぶりが騎乗に
そのまま出ている印象で、スタートを出てみないとどういうレースをするか判断が難しい。スタ
ート係数を⾒る限りではゲートは速い騎⼿ではありません。 
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【202４年 騎手リーディング２５位】 

岩田 康誠（S係数６１位） 
 

⼀⾔キャラ お⼿⾺に巡り合って２０２４年は上昇気配も最後にスマホで離脱。 
解説 ⼀時はノーザンファームに⼲されてから不調期もあったが、もともとの騎乗技術や園⽥競⾺で鍛

えたパワー、そして代名詞のイン突きにも⾒える勝負強さで２０２２年は再ブレイク。もともと
リーディングにいた騎⼿ですし、これを機に復活もあるかに⾒えた２０２３年は急降下。そのま
ま終わるかにも⾒えたが、ホウオウビスケッツ、ノースブリッジなどのお⼿⾺に出会ったことで
２０２４年は上昇気配。ただ、最後にスマホ通信違反で騎乗停⽌になってしまった。 
 
⼤ベテラン騎⼿で引き出しが⾮常に多く、今の⾺質からも前付けして折り合う技術が最近はよく
⽬⽴っている。もちろん以前から最⼤の売りだったイン突きも健在。 
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【202４年 騎手リーディング２６位】 
田口 貫太（S係数１５位） 
 

⼀⾔キャラ とにかく先⾏して良さが出る突貫⼩僧。 
解説 あまりブレイクする騎⼿が出ていない２０２３年デビュー組の中では出世頭。２０２４年も海外

遠征しながらリーディング２６位ですし、ずっと⽇本で乗っていればもっと上の順位にいたこと
でしょう。 
 
⾒た⽬は朗らかな坊主姿ですが、とにかくレースは積極的で先⾏してこそ良さが出るタイプ。坂
井騎⼿や⻄村騎⼿と同じ系統で成⻑していきそうで、先⾏する競⾺以外でどこまで引き出しを作
っていけるかどうか。 
 

 
 

 
【202４年 騎手リーディング2７位】 

和田 竜二（S係数４４位） 
 

⼀⾔キャラ 位置を取ってとにかく追えるだけ追ってくれるガッツの塊。 
解説 なかなかノーザンファーム⽣産の良⾎には乗らないが、地味な⾺でもどうやれば勝てるかという

ことを全⼒で実⾏してくれる騎⼿。とにかく前に⾏ってくれますし、タイトにインを通ってロス
のない競⾺をしてくれます。 
 
２０２４年は⼤きな怪我があったので、２０２５年は復活が期待されます。 
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【202４年 騎手リーディング2８位】 

浜中 俊（S係数９０位） 
 

⼀⾔キャラ ある程度溜めて末脚を引き出してこそ。⾺場読み⼒あり重賞でも意外に期待値⼤。 
解説 過去には JRA リーディングを取ったこともある騎⼿で、⾺乗りの技術は間違いなく⾼いはず。

ただ、どうもミッキーアイル、ナムラクレアなどで肝⼼なところで⽬⽴つミスをしてしまうこと
が多く、ファンからの評価が異常に低い。２０２３年の成績を⾒ても重賞全体で複勝率は３５％
もありますし、普通に期待値が⾼いジョッキーと⾔える。 
 
メイショウハリオやソウルラッシュのような⾺をじっくり溜めて末脚を引き出すのが上⼿い騎
⼿で、基本は当たりの柔らかいスタイル。⾺場読みに⾮常に⻑けたジョッキーでもあり、芝は道
悪⾺場になればなるほどこのジョッキーの良さが活きる。２０２３年の重不良⾺場での複勝率は
５割近くありますし、どこが伸びるかよくわからない道悪⾺場になったら⾺場読みの上⼿い浜中
騎⼿に託す、というのはアリかも。 
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【202４年 騎手リーディング２９位】 
池添 謙一（S係数７５位） 
 

⼀⾔キャラ ⼤レースに強い強⼼臓。ふわっと溜めて脚を引き出せるから⼤レース向き。 
解説 平場のレースでは強気に位置を取ることもあるが、⼤レースになるとあえてワンテンポ構えて乗

って末脚を引き出せる特殊能⼒あり。他の騎⼿が焦って早めに仕掛けてしまう中で仕掛けを待て
るので⼤レースを勝ち切ることができるんだろう。 
 

 
 

 
 
【202４年 騎手リーディング３０位】 

石川 裕紀人（S係数１１７位） 
 

⼀⾔キャラ ライアンムーアを⽬標とする剛腕タイプ。 
解説 デビュー当時からムーアを⽬標と公⾔しており、しっかり追える剛腕はムーアに通じるところ

も。理想はもう少し溜める競⾺なんだろうが、現実的な部分から積極策で活躍の場を⾒出してい
る感じ。それでも関東での中堅騎⼿として地盤を固めつつある。 
 
前に⾏くイメージはあるが、スタート係数１１７位でそこまでゲートは得意ではないタイプの騎
⼿か。 
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【202４年 騎手リーディング３１位】 

吉村 誠之助（S係数６位） 
 

⼀⾔キャラ 新⼈騎⼿ながら溜めて差す競⾺が得意。 
解説 新⼈騎⼿ながら初勝利はオープン戦でボルザコフスキーの差し切り勝ち。ただ、前に⾏く競⾺だ

けで勝ち星が多い新⼈の中では引き出しが多くて将来性がありそう。差す競⾺ができることに加
えてスタート係数６位でゲートも速い。最近は積極的な競⾺も⽬⽴っていますし、２０２５年で
は⼤ブレイクする可能性もありそうです。 
 

 

 
【２０２４年 騎手リーディング３２位】 

荻野 極（S係数４２位） 
 

⼀⾔キャラ ジリ貧から脱出して２０２４年は復調。途中で動いてレースを壊すタイプ。 
解説 少し伸び悩んでいた感じがあったが、２０２２年はジャンダルムでスプリンターズ Sを制覇。そ

のジャンダルムやカイザーミノルのような⾃在タイプをうまく乗りこなしている感じがあり、２
０２３年は期待できるかもと⾒ていたが結局再下降。全く浮上の⽷⼝が⾒えてこなかったが、２
０２４年はリーディング３２位で復調気配。 
 
途中で早めに動く騎乗が多く、捲り競⾺で先⾏⾺を潰すことが多いので展開を考える上で注意し
たいジョッキーです。 
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【202４年 騎手リーディング３３位】 
永島 まなみ（S係数１２７位） 
 

⼀⾔キャラ ⼥性騎⼿の中では圧倒的な存在だが、出遅れ多くて基本的には信頼できない。 
解説 デビュー当時は⾺質が悪くてなかなか結果が出なかったが、根っからの負けず嫌いで相当な努⼒

をしたようで２年⽬で筋⼒アップして成績が急上昇。⼥性騎⼿の減量を活かしての先⾏競⾺での
好⾛もあるが、⾺群の中で溜めて差す競⾺もできますし、タフなダートでズブい⾺を動かせるパ
ワーもある。JRAの⼥性騎⼿の中では圧倒的に乗れる騎⼿ですし、２０２２年末に躍進を預⾔し
た通りに２０２３年は素晴らしい活躍を⾒せた。 
 
２０２４年はマーメイドステークスで重賞初制覇した点は良かったが、下半期は勝利ペースが落
ちてしまって⾜踏みした印象。特に肝⼼なところで出遅れるレースが⽬⽴っていた感じで、実際
にスタート係数を⾒てもかなり低い数値が出ている。先⾏意識は⾼いのだが、出遅れて前に⾏け
ないレースが多いと関係者の評価も下がっていきそうだが・・・２０２５年は正念場。 
 

 
 

 
【202４年 騎手リーディング３６位】 

菱田 裕二（S係数４８位） 
 

⼀⾔キャラ 戦法は⾃在だが戦略性があってよく考えて乗っているタイプ。 
解説 強気に先⾏することもあればじっくり溜めることもあり、レースごとにきっちりと戦略を⽴てて

乗っているタイプか。２０２０年の函館スプリントステークスで⼤外枠からダイメイフジで逃げ
て２着に⾛ったり、その時の⾺場や展開を考えて最善の競⾺をしてくる。⼩回りコースでは捲る
ことも多い。 
 
２０２３年はアイコンテーラーで J B Cのタイトルを狙えるところにいたが落⾺負傷の不運。２
０２４年はテーオーロイヤルで待望の G１勝ちこそ達成したが、勝利数は若⼲伸び悩み。腕はあ
るだけに２０２５年は期待したい。 
 



 - 43 - 

 
 

 
 
【202４年 騎手リーディング３７位】 

斎藤 新（S係数９位） 
 

⼀⾔キャラ とにかくスタートが上⼿いので前に⾏ける⾺で。 
解説 以前からスタートが上⼿いのは強調していたが、２０２４年に算出したスタート係数を⾒ても全

体９位でやはりスタートは相当に速いと⾒ていいか。 
 
スタートは抜群に速いが、かといって先⾏⼀辺倒タイプではなく、リズム重視の騎乗スタイル。
そこまで先⾏意識は⾼くないですが、なんだかんだで結果が出ているのはスタートの速さを活か
して前に⾏った時。現状は前に⾏ける⾺で信頼した⽅がいいジョッキーです。 
 

 
 
 

 



 - 44 - 

【202４年 騎手リーディング４０位】 

大野 拓弥（S係数７４位） 
 

⼀⾔キャラ じっくり溜めて末脚を引き出す差し⾺マイスター。 
解説 GI 初勝利をあげたスノードラゴンの脚質が騎⼿イメージそのままで、じっくり溜めて末脚を引

き出す差し⾺マイスター。２０２２年もタイムトゥヘヴンやフィアスプライドなど後⽅⼤外⼀気
で⼤⽳を開けた。差しが決まるレースでは要注意。 
 
なかなか成績が上がらない現状打破を期待しての２０２２年のフランス遠征だったが、帰国後は
逆に成績が悪くなった感じも。このまま萎れた中堅騎⼿で終わってしまうのか。２０２４年は⼩
柄な⾺の成績が悪かったので、少し気にしておいた⽅がいいかも。 
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【20２４年 騎手リーディング４１位】 
酒井 学（S係数２５位） 
 

⼀⾔キャラ ロスなく運んで⼤⽳を演出。平場よりもハンデ重賞でこそ。 
解説 このクラスの騎⼿にしては溜めてロスなく運ぶ印象で、⼀線級の能⼒ある⾺の末脚を引き出せる

タイプ。なかなか別定重賞では⾺質が微妙で活躍できないが、ハンデ重賞で他に乗れる騎⼿がい
ない時に素質⾺に乗って⼤⽳を開ける。 
 

 
 

 
【２０２４年 騎手リーディング４２位】 

原 優介（S係数１３５位） 
 

⼀⾔キャラ 末脚引き出す技術は魅⼒だが、とにかくスタート下⼿で先⾏意識が薄い。 
解説 ２０２３年はフリーに転向して了徳寺ホールディングスと深い関係に。特に２０２３年のチャン

ピオンズカップと東京⼤賞典でのウィルソンテソーロでの好⾛が印象的で、関係者にも「乗れる
若⼿」というイメージがついたのは間違いない。 
 
ただ、２０２４年のスタート係数１３５位という数字が物語っている通りでとにかくスタートが
下⼿。若⼿騎⼿の中でも積極意識がほとんどないタイプで、差し⾺以外の期待値は低いと⾔わざ
るを得ない。２０２４年は⼩柄な⾺の成績が悪かったので、少し気にしておいた⽅がいいかも。 
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【２０２４年 騎手リーディング４３位】 

菊沢 一樹（S係数８６位） 
 

⼀⾔キャラ このクラスには珍しい溜めて差す競⾺が得意な⾃在型。⾺質次第で躍進アリ。 
解説 若⼿騎⼿にしては溜めて差す競⾺を得意にしていたが、２０２２年の騎乗ぶりを⾒ても以前より

は位置を取りに⾏く先⾏競⾺が⽬⽴ち始めた。やはり位置をとらなければダメと感じ始めている
かも。 
 
２０２３年は前半は⼤苦戦も秋の新潟で⽳⾺をエスコートして⼤爆発。とはいえ、２０２４年も
同じくらいの順位で推移しており、これぐらいの中堅騎⼿で収まりそうな予感。 
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【２０２４年 騎手リーディング４４位】 

小林 勝太（S係数６０位）  
 

⼀⾔キャラ 乗り⾺の質の低さの中で差す競⾺を学ぶ。戦法⾃在で化ける可能性アリ。 
解説 デビューしてから決して⾺質が⾼くない中で果敢に喰らいついている印象。この世代で最初の勝

利をあげましたが、そのレースも⼤⽳アメトリーチェでの逃げ切り勝ち。デビュー直後は御祝儀
⾺質にあやかってスピードある⾺に乗せてもらって先⾏することが多かったが、徐々に⾺質が下
がるとしっかり溜めて差す競⾺で⾺質なりに健闘している印象。レースぶりを⾒ても道中で上⼿
く脚を温存したり、ハイペースを⾒越してあえて下げたりと戦略性を感じさせる騎乗が多く、
佐々⽊騎⼿の初年度と同じようなイメージだった。 
 
２年⽬は⾺質が向上しない中でも勝ち鞍を伸ばしてリーディングは４４位に。たくさんいる⼩林
騎⼿の中でも技術はナンバーワンだと思うので、どこかで⼤ブレイクしても驚けない。 
 

 

 
【２０２４年 騎手リーディング４５位】 

吉田 豊（S係数１０３位） 
 

⼀⾔キャラ 個性の強い徹底決め打ちタイプ。 
解説 あまり型にハマらない個性派だがレース前から戦法を決め打ちして実⾏するイメージ。サンカル

ロのように後⽅から追い込みを決め打ちすることもありますし、パンサラッサのように逃げの決
め打ちも良くあります。２０２２年のグレイトフル Sのタガノフィナーレの騎乗を⾒ても、逃げ
ると決めたら絶対に引かずにやり切るのが特徴。 
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【２０２４年 騎手リーディング4６位】 

木幡 巧也（S係数７２位） 
 

⼀⾔キャラ 先⾏して追えるパワータイプ。差し⾺の成績は絶望的。 
解説 先⾏して諦めずに追い続けてスタミナでもたせるスタイル。実際に重賞勝ちもミライヘノツバサ

やローズプリンスダムといったスタミナタイプ。⼤型⾺を動かすのは上⼿いが繊細な⾺は微妙。
突発逃げに注意。２０２４年の成績を⾒ても、前に⾏けない⾺に関しては絶望的な成績。もう中
団以降で差す競⾺になりそうな⾺は嫌って良さそうだ。 

 

 
 

【２０２４年 騎手リーディング４７位】 

丸山 元気（S係数２４位） 
 

⼀⾔キャラ 上⼿さというよりは前に⾏って勢いでなんとかする。 
解説 若い頃から積極策を売りにしている騎⼿で、あんまり騎乗技術を上⼿いと思ったことはないが前

に⾏けるぶんで恵まれることも多い。器⽤さがそこまであるわけではないので、とにかく前に⾏
った⽅が良いレースで狙い⽬。 
 
前には⾏けるがそこまで上⼿くない騎⼿なので戦略性や駆け引きが苦⼿。東京競⾺場で極端に成
績が悪いのも、前には⾏けるがそれだけということだろう。壊滅的にノーザンファーム⽣産⾺の
騎乗成績が悪いのも特徴。かなり厳しくなってきている。 
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【２０２４年 騎手リーディング４８位】 

小沢 大仁（S係数１２位） 
 

⼀⾔キャラ 根性で勝負するタイプだが伸び悩み気味。 
解説 ⾃⾝がインタビューの中で並んだ⾺に負けたくないと語っている通りでとにかく追えるパワー

タイプというのが当初のイメージ。タフなダート中距離戦で最も良さが出る感じで、２０２２年
は阪神ダート２０００mで複勝率５割超えの素晴らしい成績。そういう条件でこそ活きる騎⼿だ
ろうという認識だった。２０２２年以降は頭打ちの成績が続いており、なかなか壁を突破できて
いない。 
 

 

 
【202４年 騎手リーディング４９位】 

石橋 脩（S係数２７位） 
 

⼀⾔キャラ レースをぶっ壊す恐怖の先⾏クラッシャー。 
解説 若い頃から先⾏意欲が強かったが、当時よりもクラッシャー気質が強くなってきている。かなり

強気に位置を取って追ってくるので先⾏⾺の数が多いとレースを壊すことも。そんな強気な先⾏
策を打つだけに時折⼤きくハマることもあり、その最もたる例が天皇賞春でのビッグウィークの
⼤勝利でしょうし、アイアンバローズでアフリカンゴールドを制してハナを奪ってそのまま押し
切ったステイヤーズステークスでの勝利でした。 
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【２０２４年 騎手リーディング５０位】 

松岡 正海（S係数５０位） 
 

⼀⾔キャラ 無理⽮理に前に⾏くだけで騎乗が雑。 
解説 若い頃はマイネル軍団の主戦でとにかく積極策で良さを⾒せていた。引退も考える⼤怪我をした

ことでかなり技術は落ちているようで、最近は前に⾏く積極性こそ健在だが買える要素がなくな
ってきている。今の松岡騎⼿はとりあえず前に⾏くが、そこで溜めるわけではなく雑に先⾏して
押し切れるかどうか。 
 
印象的だったのが２０２２年のホープフルステークスでのウインマクシマムの騎乗ぶり。中途半
端に位置を取れず折り合いを完全に⽋いての凡⾛。コメントは毎回強気なのだが、やはり怪我で
の休養で筋⼒や技術が落ちたと思わざるを得ない。 
 
２０２４年の⼀連の騎乗成績を⾒ても、雑に先⾏して粘り込んだ時の好⾛が多く、後ろからの競
⾺では期待値がかなり低い。 
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【２０２４年 騎手リーディング５１位】 

長浜 鴻緒（S係数６２位） 
 

⼀⾔キャラ 新⼈にしては前に⾏くだけでなく戦法は⾃在。 
解説 スタート係数が低いわけではないが、新⼈にしてはそこまで前に⾏かないジョッキー。結果とし

てそこまで勝ち星は増えていないが、将来性を考えると、今差す競⾺を覚えるのはプラスと出る
かも。２年⽬に⼀気にブレイクしても驚けない。１枠の成績が低いのは少し気になるところ。 
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【202４年 騎手リーディング５２位】 
横山 典弘（S係数１０９位） 
 

⼀⾔キャラ 騎乗技術は世界クラスだが、⾮常にクセが強く取扱説明書が必要。 
解説 イングランディーレの天皇賞勝ちを筆頭に記憶に残る騎乗が強い天才。騎乗技術はおそらく世界

トップクラスなはずだが、⾮常にクセが強いのでしっかりと騎乗パターンを理解することが必
要。 
 
感覚で乗っている天才肌と思われがちだが、しっかりと競⾺新聞を熟読している分析家で、先⾏
⾺が少なくスローになると読むと追い込み⾺でも勢いをつけて逃げを狙ってくる。 
 
基本的にテン乗り時には⾺のリズム重視の競⾺になり、スタートが速い⾺なら好位で常識的な競
⾺をしてくるがスタート遅い⾺だと後⽅ポツン騎乗になることも。後⽅ポツンをやったとしても
継続で何回か乗って使える脚を把握するとどこかのタイミングで勝負を賭けてくる。 
 
拠点を関⻄に移してますます職⼈肌タイプになった印象。調教からつきっきりで⾺を育てて⾃前
でオープンに育てることにやりがいを感じているようです。 
 

 
 

 
【202４年 騎手リーディング５３位】 
柴田 裕一郎（S係数９６位） 
 

⼀⾔キャラ ダート短距離で勝ち星を稼ぐも決して積極タイプではない。 
解説 デビュー当初は御せていないレースばかりで乗れない新⼈というイメージだったが、下半期でだ

いぶイメージが変わってきた感じ。とにかく勝ち星を新潟ダート１２００mで荒稼ぎしてきたの
で前に⾏ってこその騎⼿にも⾒えるが、スタート係数や新潟ダート以外のレース内容を⾒ても積
極タイプの騎⼿ではない。どうも本⼈としての理想の騎乗スタイルはあるが、それと現在の⾺質
のバランスが取れていないのかも。 
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ローカル回りの騎乗ルーティーンになっているが、福島コースだけはさっぱりの成績なのでそこ
は注意したいところ。 

 

 

 
 

 
 

 

【２０２４年 騎手リーディング５４位】 

小林 美駒（S係数１０位） 
 

⼀⾔キャラ 「とにかく前に⾏く」ついに決まった、これが私の⽣きる道。 
解説 ２０２３年のデビュー直後から先⾏競⾺だけではなく⾃在性を⾒せて乗れていた印象で、この世

代の騎⼿の中では最も活躍が⾒込めるかもと評価していた。ただ、いよいよこれからという時期
にスマホ事件が起きてしまって騎乗停⽌に。信頼を失って⾺質が落ちたタイミングで夏のローカ
ル競⾺になったことで、減量を活かして先⾏するだけの THE⼥性騎⼿に落ち着いてしまった感
じがします。 
 
２０２４年は序盤から徹底先⾏スタイルが前⾯に出ていましたが、特に怪我からの復帰後はレー
ス後のコメントを⾒ても明らかに先⾏競⾺を徹底している模様。何が何でも逃げに持ち込もうと
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しますし、逃げられなければ勝負所で早めに動いて先頭に⽴とうとするクラッシャータイプ。⼥
性騎⼿の中でも最も先⾏意識が強いので、レース展開を考える上で⾮常に重要な騎⼿です。 
 
前に⾏く以外の騎乗技術は特にないので、包まれるリスクがある１枠は苦⼿。基本的に前に⾏け
なかった場合は⽤無しの騎⼿と考えてもらって結構です。 
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【202４年 騎手リーディング５５位】 

角田 大和（S係数２９位） 
 

⼀⾔キャラ 努⼒でパワーとスタミナをつけてはいるが突き抜けられない。 
解説 デビュー年の夏までは苦戦が⽬⽴ったが、本⼈の努⼒（相当に⾛り込んでいるらしい）もあって

成績は上昇。若⼿騎⼿の割に積極策にこだわるわけではなく戦法⾃在。ズブいダート⾺も動かせ
るタイプで今後も期待したい騎⼿だが、どうも突き抜けられない感じになっている。 
 

 

 

 

【202４年 騎手リーディング５８位】 

松若 風磨（S係数５２位） 
 

⼀⾔キャラ ベビーフェイスながら⼤胆不敵なパワフル決め打ち型。 
解説 ⾒た⽬の割に騎乗は⾮常にパワフルで派⼿。先⾏⾺の場合は譲らない気合いを⾒せて⾏きます

し、追い込み⾺の場合は腹をくくって⼤外⼀気を決めてくる。とにかく逃げると決めたら譲らな
いので、⾒え⾒えの逃げ⾺でも確実に逃げられる。 
 
モズスーパーフレアのイメージが強いからか逃げ⾺の騎乗依頼が多く、近年は戦法が⼀辺倒にな
って頭打ちの戦績に。特に関⻄の若⼿は坂井騎⼿や⻄村騎⼿を筆頭に先⾏意識が強い騎⼿が多い
ですし、その辺りも近年の低迷と関係しているのかも。２０２４年は飲酒運転で騎乗停⽌になっ
てしまいましたし、これが凋落のきっかけになりそうな感じもします。 
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【２０２４年 騎手リーディング５９位】 

亀田 温心（S係数９２位） 
 

⼀⾔キャラ レイハリアがキャリアハイだった可能性。凋落著しい。 
解説 ２０２１年はレイハリアやアイコンテーラーで結果を残したことで関係者の評価も上昇。ただ、

２０２２年に減量が取れて⼤スランプに陥り、２０２３年も２０２４年も勝ち星を伸ばせずで完
全に過去の⼈になってしまった印象があります。 
 
２０２４年は北海道で全く活躍できなかった点と、普通なら成績が良く出るはずの逃げ戦法でさ
っぱり結果が出せなかった点が顕著。そもそも２０２４年のトータルで逃げた回数が少なすぎま
すし、もう少し積極性が必要なんではないでしょうか。 
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【２０2４年 騎手リーディング6０位】 

杉原 誠人（S係数４０位） 
 

⼀⾔キャラ ふわっと溜めて差すタイプ。キャラはそのままビリーバー。 
解説 ミルファームの主戦騎⼿。どちらかというとスピードタイプが多い⾺主だが、それでもほとんど

逃げることはなく、ふわっと溜めて差す競⾺が多い。ちょうどアイビスサマーダッシュを勝った
ビリーバーのような騎乗が真⾻頂で、ああいうふわっと差しの騎⼿とイメージしておきたい。 
 

 

 

【２０2４年 騎手リーディング６１位】 

吉田 隼人（S係数７０位） 
 

⼀⾔キャラ 関東のトップクラスも⼤怪我でキャリアの分岐点に。 
解説 ソツがないオーソドックス騎⼿だが基本的には脚を溜める。以前は消極的な印象も強かったが、

ソダシに出会ってから前に⾏く重要性も理解した印象。平場では勝負になる位置を取ってきてい
る。⼀⽅で重賞ではソダシ以外でそこまで位置を取るイメージはない。 
 
ソダシやポタジェでの成功をきっかけに中央場所への進出を⽬論んだが、ルメール騎⼿や川⽥騎
⼿の⽛城は分厚く、２０２３年は⼀気に成績を落としてしまった。２０２３年後半は以前のよう
なローカル番⻑に戻ってしまった感じがあり、２０２４年はどうなっていくかと⾒ていた所で福
島牝⾺ Sでの落⾺で⼤怪我。復帰後にカペラ Sを勝利したものの、まだ本調⼦とは⾔えずキャリ
アの分岐点に⽴たされているか。 
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【２０2４年 騎手リーディング６２位】 

内田 博幸（S係数９３位） 
 

⼀⾔キャラ 折り合い気にせずパワーで動かす極端なフィジカルタイプ。 
解説 ⼤型⾺を無理やりに動かす極端なフィジカル特化型。かつてはその豪腕で折り合いもつけられて

いたが、今は怪我の影響と衰えでそれはできなくなってきている。スタートがあんまり上⼿くな
く、そこから⼒づくにガシガシ追うので⼩柄な⾺や牝⾺、リズム重視の⾺は厳しい。 
 
ゴールドシップのイメージから「ズブい⾺を動かせる」騎⼿という印象が強くついているようで、
依頼を受ける⾺のほとんどがズブズブの⾺ばかり。そんな⾺質であるがために⾼速⾺場よりはタ
フな⾺場の⽅が得意で、道悪⾺場のウチパクの格⾔は正しい理論だろう。 
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【２０２４年 騎手リーディング６４位】 

藤懸 貴志（S係数８９位） 
 

⼀⾔キャラ 逃げ、追い込みを決め打ちで狙ってくる。 
解説 戦法は⾃在タイプだが、とにかく極端な戦法をとってくるのが特徴。おそらくゲートに⼊る前か

ら「逃げる」「追い込む」と決めて乗っている感じで、それがハマった時は派⼿な競⾺で勝った
りもする。福永騎⼿からスタートのアドバイスをもらったようで、最近は逃げる競⾺が多くなっ
てきている。 
 

 

 

【２０２４年 騎手リーディング６６位】 

北村 宏司（S係数６８位） 
 

⼀⾔キャラ オーソドックスなスタイル。復調気配あったが伸び悩む。 
解説 積極的でも消極的でもないオーソドックスなスタイルで、藤沢厩舎の全盛期にお抱え騎⼿として

重賞 G Iでも活躍。怪我での⻑期離脱と藤沢厩舎の解散が重なってここ最近は⾺質が明らかに下
がってきていたが２０２３年は復調気配。特に⼤きかったのがアスコリピチェーノの存在で、ノ
ーザンファーム⽣産でサンデーレーシング所属の期待⾺で G１を勝てたのは関係者へのアピー
ルにつながったに違いない。 
 
２０２４年はアスコリピチェーノとともに復活の年かと思われたが、桜花賞を最後にアスコリピ
チェーノから降ろされて騎⼿成績も下降。夏時期に怪我もあったが、なかなか伸び悩み気味の結
果に終わってしまった。 
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【２０２４年 騎手リーディング６７位】 

横山 琉人（S係数８０位） 
 

⼀⾔キャラ ⼀周回って先⾏策が減少気味。それでも狙えるのは逃げた時。 
解説 デビュー当時は鳴かず⾶ばずで途中怪我の離脱もあり。デビュー年の下半期は積極的な競⾺が⽬

⽴つようになってそれなりに勝ち星を伸ばしたが、現在は⼀周回って⾃在タイプに。この年齢層
の騎⼿にしては先⾏⼀辺倒というわけではなく、どちらかというと溜めての豪快な追い込みのイ
メージの⽅が強い。 
 
ただ、狙い時は積極的に先⼿を奪って逃げた時。逃げた時の複勝率は６割近くありますし、 
この騎⼿が乗って逃げそうな時は注⽬してみたい。 
 

 
 

 
 

 

【２０２４年 騎手リーディング６８位】 

丸田 恭介（S係数１４０位） 
 

⼀⾔キャラ スタートは致命的に下⼿。後⽅待機で末脚を引き出すスペシャリスト。 
解説 積極的なスタイルではないが、後⽅で溜めて末脚を引き出すスペシャリスト。その真⾻頂で２０

２２年の象徴と⾔えるのがナランフレグでの G I制覇で、騎⼿キャラとしてもああいうナランフ
レグのような⾺でこそという感じ。 
 
実際に２０２４年のスタート係数を⾒ても１４０位で最下位近く、現役騎⼿でも屈指にスタート
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は上⼿くないジョッキー。後ろで脚を溜めて差す競⾺でこそ狙える騎⼿でしょう。 
 

 

 

【２０２４年 騎手リーディング７０位】 

長岡 貞仁（S係数１４位） 
 

⼀⾔キャラ ⾮常に地味なキャラ。経済コースを通ることが多い。 
解説 ２０２０年はアールスターでの⼩倉記念勝ちで⾶躍が期待されたが、それ以外の平場レースの成

績がさっぱりでアピールに失敗。地味なキャラではあるが、アールスターでの騎乗やエピローグ
の騎乗などを⾒てもこのクラスの騎⼿にしてはインの経済コースを通ることが多い。 
 
現在は関⻄のダブル杉⼭厩舎との関係性が良好で、ほとんどの好⾛がこの２厩舎所属の⾺でのも
の。ウインスノーライトやナイトアクアリウムなどオープンを狙える⾺に乗せてもらえている
が、肝⼼なところでダメな騎乗をしてしまっているので今後の関係性が⼼配。 
 
意外にも⼈気⾺は信頼できる騎⼿で、この騎⼿が乗っても１番⼈気に推される⾺は信頼してもい
いか。 
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【２０２４年 騎手リーディング７１位】 

古川 吉洋（S係数１１８位） 
 

⼀⾔キャラ THE地味なキャラだが⽔準レベルの技術あってまずまず追える。 
解説 ⾵貌からして地味でなかなか知名度もない騎⼿だが、ローカルで若⼿の中に⼊れば⽔準レベルの

技術があってまずまず追える。２０２１年のマイラーズカップでは急遽の代打騎乗でケイデンス
コールを勝たせましたし、地味なキャラではあるがまずまずできる騎⼿だろう。 
 

 

 

【２０２４年 騎手リーディング７２位】 

秋山 稔樹（S係数５４位） 
 

⼀⾔キャラ 戦法⾃在ではあるが伸び悩み。 
解説 差す競⾺も先⾏する競⾺も満遍ない感じ。それなりに⾶躍を期待された年もあったが、所属の蛯

名厩舎が零細厩舎で全く勝てず。そこの主戦となってしまっているせいで活躍できていない印象
だ。 
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【２０２４年 騎手リーディング７３位】 

冨田 暁（S係数４９位） 
 

⼀⾔キャラ ズブい⾺でも追えるタイプ。会場によって戦略を変えている可能性アリ。 
解説 オセアニアに遠征していたこともあってズブい⾺を動かすのが得意。ダートで追って良い⾺に乗

って好成績で２０２２年もなかなかの結果。２０２３年はペプチドナイルやテイエムスパーダで
の好⾛が記憶に新しいが、決して逃げ⼀辺倒のタイプではない。 
 
２０２３年８⽉２０⽇の札幌７レースでのワレハウミノコでの勝利がいかにも富⽥騎⼿らしい
感じで、タフな⾺場でもしっかり追って持ってこられる点が売り。と⾔っても、新潟ダート１２
００mなら果敢に先⼿を奪おうとしますし、会場やコースによって戦略を変えている可能性もあ
ります。 
 
２０２３年は４２勝を挙げましたが、２０２４年は１２勝と⼤ブレーキ。２０２５年はこれから
のキャリアを考えても⾮常に重要な年になりそう。 
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【２０２４年 騎手リーディング７４位】 
武藤 雅（S係数５５位） 
 

⼀⾔キャラ モリアーナのチャンス逃しで崖っぷち。⽗親のバックアップを全く活かせず。 
解説 武藤調教師の息⼦ということもあり、デビュー当時から⾺質はまずまず。ラインカリーナで早々

に重賞を勝つこともできましたし、良い⾺に早いうちから乗れている分で経験も積めているか。 
 
２０２３年は牝⾺クラシックでモリアーナという重賞級の⾺に出会うことができたが、度重なる
騎乗ミスで乗り替わり。その後に横⼭典弘騎⼿で紫苑ステークスを鮮やかに差し切ったのを⾒て
も武藤騎⼿の限界が⾒えた感じがします。 
 

 

 
【２０2４年 騎手リーディング７６位】 

黛 弘人（S係数８８位） 
 

⼀⾔キャラ 騎乗技術やセンスは低い。後⽅で構えて差す競⾺がハマるかどうか。 
解説 以前は先⾏競⾺も⽬⽴っていたが近年はめっきり消極的な差しタイプに。ブルーノジュネスの⼀

連の騎乗などを⾒ても騎乗技術やセンスは低く、なかなか積極的に買えるタイプではない。 
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【２０２４年 騎手リーディング７７位】 

国分 恭介（S係数１１１位） 
 

⼀⾔キャラ 逃げるか控えるかの決め打ち騎乗⽬⽴つ。 
解説 最近ではダートでの決め打ち騎乗が⽬⽴つ。もともとは積極的。決め打ちで逃げるか控えるか決

めるパターンが多いか。特に逃げた時の破壊⼒が凄まじく、京都記念のアフリカンゴールドのよ
うな破壊⼒抜群の⼤⽳逃げ切り勝ちが多い。 
 
やたらに牧浦厩舎とのコンビ時に好⾛することが多く、この騎⼿と厩舎のコンビは要注⽬。 
 

 
 

 

 
【２０２４年 騎手リーディング７８位】 

川端 海翼（S係数１２４位） 
 

⼀⾔キャラ ⾺質低いが先⾏意識は⾼そう。 
解説 新⼈時代は浜⽥厩舎所属ということで厩舎のバックアップが全くなく、勝負になる⾺にほとんど

乗れていなかった。フリー転⾝で少しマシになったようで、前に⾏ける⾺では積極的な競⾺が⽬
⽴っている。スタート係数が低いのは勝負にならない⾺が多いのもあるだろう。 
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【２０２４年 騎手リーディング７９位】 

小崎 綾也（S係数７９位） 
 

⼀⾔キャラ あまりにも海外に⾏きすぎて⽇本にコネがない。⾃在タイプで素材は悪くないが厳しい。 
解説 若い頃から海外遠征をしすぎたせいか⽇本でのコネがないのかも。これからいきなり⾺質が上が

るとも考えにくい。２０２３年はさっぱりな成績で、ニューモニュメントでの神奈川記念でのレ
ース内容などを⾒ても良い⾺に乗らなすぎて騎乗技術も落ちてきている。未来は厳しい。 
 
⾺質が良くないので毎回前に⾏けるわけではないが、積極的に乗った際の成績がなかなか優秀。
特に逃げた時の成績が良い点は覚えておきたい。 
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【２０２４年 騎手リーディング８０位】 

国分 優作（S係数１３０位） 
 

⼀⾔キャラ ⻄のマイネル軍団主戦から降ろされたことで凋落が顕著。 
解説 マイネル軍団の⾺が関⻄に遠征する時の主戦騎⼿として扱いだったが、評価が下がったようで２

０２３年以降はほとんど依頼なし。勝ち数も⼤きく減っており、ここにきて崖っぷちの⽴場に。 
 

 

 
※以下、勝利数１０勝未満の騎手は２０２３年度成績を省略します 

 
【２０２４年 騎手リーディング８１位】 

野中 悠太郎（S係数１０７位） 
 

⼀⾔キャラ ⾃分で⾺を作ってクセ⾺で⽳を開ける「⽳太郎」。 
解説 ⾺乗りが好きと公⾔している騎⼿で、性格的に問題があるクセ⾺を調教からしっかりと鍛えてレ

ースで⽳を開けることが多い。⽳太郎の異名通りに⽳を開けることが多く、知名度よりも騎乗技
術はあると⾒ていい。 

 
【２０２４年 騎手リーディング８２位】 

柴田 善臣（S係数７１位） 
 

⼀⾔キャラ 急かさず慌てず外に回す。騎乗技術はやはり⼀級品。 
解説 もうベテランで成績などに欲はなく、⽬の前の⼀頭⼀頭に向き合って楽しく晩年の騎乗ライフを

送っている印象。スタイルとしては後⽅から慌てず騒がずに外を回す差し競⾺が信条で、もとも
とリーディングを争っていた騎⼿だけに騎乗技術は⼀級品。まだ重賞を勝ちそう。 
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【２０２４年 騎手リーディング８３位】 

水口 優也（S係数１１６位） 
 

⼀⾔キャラ ここに来てパワータイプの差し騎⼿に変貌中。 
解説 以前は前に⾏く競⾺を持ち味としていたが、最近は浜⽥厩舎のダートの差し⾺に乗ることが多

く、フルム、バトゥーキ、バハルダールなどの末脚タイプでしっかり追える騎⼿にイメージが変
わりつつあります。 

 
【２０２４年 騎手リーディング８４位】 

古川 奈穂（S係数１２０位） 
 

⼀⾔キャラ JRAの全騎⼿の中でも技術と体⼒は最底辺。フルカワナホリターンは狙い⽬。 
解説 パトロールビデオをざっと⾒ただけで騎⼿の名前がわかってしまう数少ない騎⼿で、⾺乗りの技

術も⾺を御するパワーも⽋けているので追ってカクカク動いてしまって全く⾺にパワーが伝わ
らない。 
 
⽮作厩舎所属という凄まじいバックアップがありながらデビュー２年はさっぱりの成績。もうさ
すがに厳しいかなと思った２０２３年ですが、途中から吹っ切れたか「私の武器は減量！」と割
り切ったようで、とにかくどんなレースでも先⾏するスタイルで勝ち星を伸ばしてきた。２０２
３年の勝利レースは全て４コーナーで５番⼿以内のもので、７⽉以降はほとんど４コーナーで２
番⼿以内の勝利しかない。２０２３年の夏前あたりに吹っ切れて徹底先⾏スタイルに切り替えた
んだろう。 
 
ただ、そもそもスタートが上⼿くないですし、２０２４年は⾃在タイプに戻った感じ。減量の⼥
性騎⼿でスタート係数１２０位は論外だと思いますし、⾃在なスタイルで９勝を挙げたとはいえ
騎⼿の実⼒というよりは他の若⼿騎⼿よりもバックアップが⼿厚いだけでしょう。 
 
この騎⼿が乗って勝った⾺は⾺が強い。この騎⼿が乗ってダメな⾺は「フルカワナホリターン」
で次は買いと覚えておきましょう。 

 



 - 69 - 

【２０２４年 騎手リーディング８５位】 
松本 大輝（S係数２８位） 
 

⼀⾔キャラ ⼀周回って先⾏策が減少気味。 
解説 １７５cm と⻑⾝。デビュー当時はスタートが上⼿いというコメントに反してスタートが下⼿で

不調。徐々にスタートが改善（スタート係数２８位なら優秀）されたことでとにかく積極的な騎
乗を⾒せて好⾛できるようになったが、デビュー直後のスタートダッシュに失敗したことで関係
者へのアピールはならず。 
 
減量を活かして積極策を取ってこその森厩舎に所属していながら、⾼⾝⻑で減量に苦労するキャ
ラクターということで苦労している感じがします。 

 

【２０２４年 騎手リーディング８６位】 

柴田 大知（S係数９９位） 
 

⼀⾔キャラ 向上⼼なく追い⽅もヘナヘナ。買ってはいけない騎⼿の代表格。 
解説 マイネル軍団の主戦騎⼿としてそこそこ⾺質も良いのに全く勝てておらず、信頼の厚かった岡⽥

総帥の死去にともなってマイネル軍団からも⾒離され気味。⼀応は岡⽥総帥への恩義からか、⽇
常的に乗せてもらうことが多いが、この騎⼿が乗ってそろそろ未勝利は勝てるかなというタイミ
ングで横⼭武史騎⼿やデムーロ騎⼿に乗り替わることが多くなってきている。 
 
こんな感じでマイネル軍団からのバックアップが減ってはいるが、⾺質的には２０勝はできてい
いはず。それだけこの騎⼿が下⼿だということで、もう騎⼿の名前だけで消せる数少ない存在。
コメントだけは常に威勢が良いが基本的に向上⼼はなさそうで追い⽅もヘナヘナ。よほど妙味が
ある⾺じゃないと買わない⽅がいい。 

 

【２０２４年 騎手リーディング８８位】 

中井 裕二（S係数１８位） 
 

⼀⾔キャラ パワーで⾺を動かすタイプだが、意外にスタートが上⼿く逃げが狙い⽬。 
解説 どのレースを⾒ても序盤からガシガシ⾺を動かしている騎⼿で、ふんわり溜める騎乗が求められ

る芝では微妙。ダートで動かしてこその⾺に合う感じで、イメージとしてはスケールを⼩さくし
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た内⽥博幸という感じか。 
 
そんなイメージの割にスタート係数１８位でやたらにスタートが上⼿い。ニュートラルに位置が
取れるからか、逃げた時の好⾛率が凄まじいことになっており、中井騎⼿で逃げそうな⾺は積極
的に狙ってみたい。 
 

 

 
【２０２４年 騎手リーディング８９位】 

河原田 菜々（S係数６５位）  
 

⼀⾔キャラ イメージ通りの減量頼みの「THE⼥性騎⼿」。 
解説 デビュー前から「勝ちたいというのはもちろんですが、競⾺の流れを知って、周りに迷惑を掛け

ないよう乗りたいです。4 キロ減は⼤きいですし、そこを⽣かしたいと思っています」というコ
メントを出していた騎⼿で、その⾔葉通りに周りに迷惑をかけないように⾺群の中に⼊らず、減
量を活かしてとにかく積極的な競⾺に活路を⾒出している感じ。 
 
２０２３年の勝利はほぼ全てが逃げ先⾏⾺でしたし、唯⼀差して勝利したピュアグルーヴという
⾺も外枠から⼤外ぶん回しで⾺の⼒だけで勝利したような内容。現状はインで⾺群の中で脚を溜
めて、、、というような騎乗は期待するだけ無駄。２０２４年もその延⻑線のような結果で終わり
ました。 
 
逃げ先⾏以外の戦法ではほぼ⽤無し。クラスが上がれば上がるほど、距離が伸びれば伸びるほど
成績が落ちるのも THE⼥性騎⼿という感じですし、あんまり成⻑しそうなイメージもないので
このままのキャラで推移していきそう。 
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【２０２４年 騎手リーディング９０位】 

石田 拓郎（S係数１２２位） 
 

⼀⾔キャラ バックアップがゼロだったところから⾃⼒で浮上。差し⽳タイプ。 
解説 ２０２３年デビューも可哀想なぐらいにバックアップがゼロ。この⾺質では川⽥騎⼿でも勝てな

いぐらいだったが、⾃⼒で浮上してきて２０２４年は７勝を挙げることができた。 
 
デビュー当時から⾺質が悪すぎたせいで前に⾏く競⾺ができず、そんな⾺質の中でも差し込んで
⽳を開けるスタイルで健闘している。 

 

【２０２４年 騎手リーディング９１位】 

江田 照男（S係数９５位） 
 

⼀⾔キャラ 数年に１回の超⼤波乱は例外。基本的には地味な消極的タイプ。 
解説 数年に１回恐ろしいほどの⼤波乱を演出する騎⼿。ネコパンチのように⼤逃げを打って⽳を出す

こともあるので積極的な騎⼿に⾒られがちだが、基本的には消極的な騎乗が多い。 
 
とはいえ、基本的に後ろからじゃダメな騎⼿。狙うのであれば前に⾏ける⾺で。 
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【２０２４年 騎手リーディング９４位】 

今村 聖奈（S係数８４位） 
 

⼀⾔キャラ スマホ事件で信頼失墜。出遅れから⼤外ぶん回しの連続でアンチを増やす。 
解説 １年⽬から厩舎のバックアップを存分に受けて良質な⾺を確保。予想を上回る勝利数で技術を磨

くことを怠ったか、２年⽬は驚くほどの低迷。その低迷の要因がスマホ使⽤による騎乗停⽌とい
うことは明らかで、そこから⾺質が⼀気に落ちたことで１年⽬に磨いてこなかった技術不⾜の⾯
が⽬⽴つようになってしまった。 
 
特に⽬⽴つのが出遅れの多さで、スマホ事件の影響で⾺質が下がってからは減量の恩恵を受けら
れる先⾏戦法も取れなくなってしまい、負のスパイラルが続いている。厩舎からの積極策で上⼿
く前残りがハマった時か、後⽅でじっとしていて外をぶん回して展開がハマった時だけ好⾛する
イメージ。騎⼿の⼒で上位に来ることはほとんどないと考えていい。 
 
２０２４年はもう騎⼿を引退するんじゃないか、と思うほどに酷い成績だったが、１２⽉になっ
て少し上向き加減。本⼈のモチベーションがあるのかはわからないが、２０２５年は本当に試練
の年になりそうだ。 

 

【２０２４年 騎手リーディング９６位】 

太宰 啓介（S係数７９位） 
 

⼀⾔キャラ 以前は積極タイプだったが最近は⾃在系に。ミッキーヌチバナを浮上のきっかけとできるか。 
解説 今思い返せばフミノイマージンで結果を出せなかったのが騎⼿⼈⽣の転換点だったか。近年はマ

イナー騎⼿の位置付けになっており、ベテランにしては前に⾏く競⾺を売りにしていたが最近は
出遅れることが多くなって⾃在型に。２０２４年はミッキーヌチバナで重賞を勝利するなど⾒せ
場は作れただけにこれをきっかけとできるか。 

 

【２０２４年 騎手リーディング９７位】 

川又 賢治（S係数３４位） 
 

⼀⾔キャラ センスあって素質は⾼そうだが故障の影響が⼼配。 
解説 もともとふわっと乗って末脚を引き出せる騎⼿だが近年は低迷。２０２２年の落⾺事故以降、明

らかに⼲されており、本⼈のモチベーションも⼼配。最近は前に⾏くしかないので先⾏する意識
も⾒える。 
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【２０２４年 騎手リーディング９９位】 

嶋田 純次（S係数７３位） 
 

⼀⾔キャラ 調教を任せられるだけに当たりは柔らかいが、ミルファーム主戦でスタイルを変えてきている。 
解説 数多くの⾺の調教を任されるだけに⾺への当たりは柔らかい。近年はミルファームの主戦騎⼿に

なってきたことで、能⼒⾜りない⾺を勝たせるためにスタイルに多彩性が出てきている。 

 

【２０２４年 騎手リーディング１０１位】 

荻野 琢真（S係数１２３位） 
 

⼀⾔キャラ 騎乗機会の減少とともに勝負勘も冴えていない。外を回すタイプ。 
解説 本⼈はブログをやったりと向上⼼はありそうだが、近年は騎乗機会がほとんどなくなってきてい

る。２０２２年１２⽉のサンタクロース Sのマジカルステージの騎乗を⾒ても、イン伸び⾺場で
も平気で外を回す。基本的には買える騎⼿ではない。 

 

【２０２４年 騎手リーディング１０２位】 

大江原 比呂（S係数１１２位） 
 

⼀⾔キャラ そもそも体重調整ができておらず、早々にフェードアウトしそう。 
解説 １年⽬は体重超過での騎乗停⽌が２回。そもそも留年でストレートで競⾺学校を卒業できていな

い騎⼿ですし、それで体重調整ができていないとなると未来は厳しい。 
 
新⼈の⼥性騎⼿ながらスタート係数１１２位は低すぎですし、前に⾏かなければいけないのにス
タートが下⼿というのが実情。買ってはいけない騎⼿になりそうです。 
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【２０２４年 騎手リーディング１０３位】 

川須 栄彦（S係数５１位） 
 

⼀⾔キャラ ⾺質の低下とともに差し⽳タイプ騎⼿に変貌中。 
解説 ⼩牧騎⼿のコラムでスタートが上⼿い騎⼿で真っ先に名前が挙がっていた。そのスタートの上⼿

さを活かして積極的な競⾺が売りでだったが、２０２３年、２０２４年は崖っぷちの成績で、そ
もそもの⾺質が下がって前に⾏くことが少なくなっている印象。２０２４年はほとんど逃げるこ
とがありませんでしたし、⽬下差し⽳タイプの騎⼿に変貌中というところか。 

 
【２０２４年 騎手リーディング1０６位】 

木幡 育也（S係数１２８位） 
 

⼀⾔キャラ 藤沢厩舎解散で乗る⾺がおらず。⾺質の低下とともに後⽅タイプの騎⼿に。 
解説 藤沢厩舎解散の影響で明らかに⾺質が落ちている印象。藤沢厩舎所属時代から逃げてナンボの積

極タイプで、基本的に前に⾏ってどこまでという⾺でしか来ない騎⼿だった。 
 
最近は露⾻に⾺質が落ちている影響で、スタート係数も１２８位と低い。前に⾏ける⾺に乗れて
いないために後⽅タイプの騎⼿になっているか。 

 
【２０２４年 騎手リーディング1０７位】 

石神 深道（S係数１１０位） 
 

⼀⾔キャラ チャンスはあったはずだが物にできず。２年⽬も厳しい戦い濃厚。 
解説 ⽯神騎⼿のご⼦息ということでチャンスはそれなりにあったがほとんど結果を残せず。新⼈騎⼿

ながらスタート係数も１１０位で減量も活かせていませんし、新⼈の中でも橋⽊騎⼿と並んで乗
れないイメージがついてしまっている。橋⽊騎⼿がスタート上⼿くて積極策で活路を⾒出してい
ることを考えると２年⽬は最も厳しい⽴場か。 
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【２０２４年 騎手リーディング１０８位】 

木幡 初也（S係数２１位） 
 

⼀⾔キャラ ⽵内厩舎の専属騎⼿。⾃在タイプだが⽵内厩舎の好不調がそのまま影響しそう。 
解説 ⽵内厩舎の⾺しかほとんど乗っておらず、この厩舎の⾺質がそのまま結果に影響している感じ。

２０２２年はシンリョクカという逸材を⽵内厩舎が輩出したために G Iでも結果を出した。揉ま
れるとダメなコウユーママニニテで⾺群に⼊れる競⾺をしていたり、なかなか信頼できるタイプ
ではない。 
 
スタート係数が２１位と⾼いにも関わらず逃げることはほぼない。それだけ積極性には⽋けるジ
ョッキーということでしょう。 

 

【２０２４年 騎手リーディング１０９位】 

小林 稜大（S係数８２位） 
 

⼀⾔キャラ 若⼿には珍しく差し競⾺で輝く。素質はありそうなのできっかけ次第。 
解説 デビュー当時は積極的な競⾺が⽬⽴っていたが、最近はもっぱら差し競⾺がメイン。２０２２年

のヤングジョッキーズシリーズで 3連勝したように素質はありそうで、きっかけ次第で化ける可
能性もあるだろう。とにかく地道に頑張っていってほしい。 

 

【２０２４年 騎手リーディング１１０位】 

泉谷 楓真（S係数８１位） 
 

⼀⾔キャラ 基本は差し引き出しタイプ。 
解説 もともと差し脚を引き出してこそのタイプで、２０２２年初頭に「今年は位置を取りに⾏く競⾺

を」と豊富に挙げていたが、それでもそこまで積極タイプにはなっていない。ローカルで末脚を
活かす競⾺で⽳を開けるタイプか。 
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【２０２４年 騎手リーディング1１１位】 

田中 健（S係数６９位） 
 

⼀⾔キャラ 絶対に引かない先⾏クラッシャー。 
解説 逃げると決めたら絶対に引かないクラッシャー先⾏タイプ。他に同型がいる時にこの騎⼿が先⾏

⾺に乗っている時は競りかけてハイペース必⾄。 

 

【２０２４年 騎手リーディング1１６位】 

鮫島 良太（S係数３７位） 
 

⼀⾔キャラ 何も考えずに外を回す乗れない騎⼿の代表格。 
解説 デビュー当時から全く成⻑がない印象で、特徴は単純に外を回す点。後ろでのんびり構えて外を

回して差してくるので、騎⼿の技術で⾺券圏内に持ってくることはほぼゼロ。外差し⾺場バイア
スに恵まれることはある。 

 

【２０２４年 騎手リーディング１１７位】 

高倉 稜（S係数６３位） 
 

⼀⾔キャラ 差しキャラから先⾏キャラに転換中。現在はダートで前に⾏って活躍中。 
解説 以前は本当に消極的な差しキャラだったが、近年は明らかに先⾏意識が強くなってきている。ポ

ルックス Sでのエイコーンでの驚きの先⾏策なんて以前のこの騎⼿では考えられなかった。今は
ダートで前に⾏って活躍するイメージの⽅が強い。 

 

【２０２４年 騎手リーディング11８位】 

佐藤 翔馬（S係数５８位） 
 

⼀⾔キャラ デビュー当時から何⼀つ恵まれていない。 
解説 デビュー前に左⾜⾸を⾻折。卒業試験に何とか間に合い、コンディション的にも微妙な中での中

央競⾺デビュー。しかも⼩桧⼭厩舎は⾺質が低すぎて全くバックアップを受けられない。デビュ
ー当時から何⼀つ恵まれていないので判別ができない。 
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【２０２４年 騎手リーディング1２０位】 

伊藤 工真 
 

⼀⾔キャラ 時折⼤⽳を開ける爆弾騎⼿。基本はふわっとソフト系。 
解説 デビュー当時から影が薄い騎⼿だったが、１年に１回ぐらいはとんでもない⼤⽳を開ける。ロバ

ートソンキーの騎乗などを⾒ても⾺乗り技術が下⼿なことはなさそうで、基本的にはふわっとソ
フトに乗れるタイプ。 

 

【２０２４年 騎手リーディング１２１位】 

水沼 元輝（S係数７０位） 
 

⼀⾔キャラ イメージよりは追えてそれなりに乗れる。 
解説 競⾺学校を留年しており、デビューしてからも厩舎のバックアップを全く受けられなかったため

に低迷。ただ、あまりにも絶望的な⾺質の割には頑張っている印象で、⾺質が上がればそこそこ
やれそう。パワーがあって追える⾃在タイプに⾒えます。 

 

【２０２４年 騎手リーディング1２４位】 

宮崎 北斗（S係数６７位） 
 

⼀⾔キャラ もともと素質はありそうで買える騎⼿。向上⼼が低く騎乗機会が少ないだけ。 
解説 ブログで体の動かし⽅などを発信している騎⼿で、それだけ研究熱⼼ということもあって騎⼿と

しての素質も悪くない。ただ、そのブログで今の現状に満⾜していて上を⽬指していない旨を書
いたりしているように向上⼼が低いために騎乗機会が少ない。２０２４年の⾺券圏内好⾛⾺を⾒
ても全て前に⾏った⾺でした。 
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【２０２４年 騎手リーディング１２７位】 

鷲津 虎太（S係数１２９位） 
 

⼀⾔キャラ 厩舎から⾒離されて障害に⾏くかと思いきや、平場にまだ未練ありか。 
解説 神⼾新聞杯で２着に⾛れたヤマニンゼストにデビュー当時から乗せてもらえていたり、千⽥厩舎

のデビュー当時のバックアップは悪くなかったはず。ただ、ずっと優遇してもらえるわけではな
く、チャンスをつかめなかったことで厩舎から完全に⾒離された印象。２０２３年は⾺質がさっ
ぱりなので活躍できないのも仕⽅ないか。 
 
まともな⾺に乗れないので技術が上がるということもなく、２０２３年からは平場のジョッキー
に諦めをつけ始めて障害で乗り始めていた。ただ、２０２４年中盤から平場に絞って騎乗してお
り、まだ平場のレースに未練があるのかもしれない。 

 
【２０２４年 騎手リーディング１２８位】 

小林 脩斗（S係数５６位） 
 

⼀⾔キャラ 軽量の先⾏策が好⾛パターンだったが、差しの複勝⽳タイプに変貌中。 
解説 ⾺券圏内の好⾛は減量を活かして先⾏しての粘り込みが全てというタイプだったが、最近は勝率

こそ低いものの控えて差す競⾺で複勝⽳を演出することが多い。２０２４年は逃げ率が極端に低
かったですし、ここにきてイメージが変わってきている。 

 
【２０２４年 騎手リーディング１２９位】 

橋木 太希（S係数１７位） 
 

⼀⾔キャラ チャンス活かせず初年度は出遅れたが、スタート上⼿いので積極策で活路はある。 
解説 師匠の⻄園調教師はある程度チャンスを与えていたが、そのチャンスを活かせずで初勝利は９

⽉。特に騎乗技術に上⼿さも感じないですし、このまま⾏けば底辺騎⼿にまっしぐら。 
 
ただ、スタート係数１７位というのを⾒てもスタートは上⼿いはずで、下半期は積極的な騎乗で
⽳を空けるケースが⽬⽴っていた。スタートの上⼿さを活かせれば活路はあるか。 
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【２０２４年 騎手リーディング1３０位】 

岩部 純二（S係数１４２位） 
 

⼀⾔キャラ ⾺質低く追えない⾃在型。 
解説 イメージよりも前に⾏っていることが多く、差しに回ることが多いのは単純に⾺質が低いから

か。スタート係数は最下位近い１４２位ですが、これはスタートからしてダメな⾺しか乗ってい
ないからでしょう。萱野厩舎の⾺に乗ることが多く、よほど⽳っぽい⾺じゃないとなかなか信頼
はできない。 

 
【２０２４年 騎手リーディング1３１位】 

加藤 翔太（S係数２６位） 
 

⼀⾔キャラ 素質はありそうだが伸び悩んでもう数年。 
解説 デビュー直後は同期ナンバーワンの評価もあったが、どうにも向上⼼がないのかチャンスを逃し

たのかすっかり萎んでしまった感じ。騎乗技術はどうかだがふわっと乗れるセンスは感じる。 

 

【２０２４年 騎手リーディング1３２位】 

城戸 義政（S係数１００位） 
 

⼀⾔キャラ スタート上⼿く前に⾏って良さが出るタイプだったが下降顕著。 
解説 武英智調教師のインタビューの中でスタートが上⼿い騎⼿で真っ先に名前が挙がっていた。そん

なスタートの上⼿さを活かして先⾏する競⾺でこそ良さが出ていたが、近年は⾺質が下がりすぎ
て前に⾏ける⾺すら乗れていない。 
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【２０２４年 騎手リーディング1４１位】 

原田 和真（S係数４７位） 
 

⼀⾔キャラ ⾺質低く後⽅からの着狙いばかり。 
解説 ２０２２年は全てのレースの中で逃げたのは１回のみ。その後の戦績を⾒ても前に⾏く意識が低

く、そもそもスピードがあるタイプに乗れていない感じで⾺質が絶望的に低い。プリンスリター
ンが乗り替わった途端に結果を出したのを⾒ても基本的な騎乗技術も低そう。 

 

【２０２４年 騎手リーディング1４５位】 

森 裕太朗（S係数１３３位） 
 

⼀⾔キャラ 隠れた名⼿も⾺質の低さが致命的・・・ 
解説 デビュー当初から騎乗技術の⾼さが⽬⽴っており、マイナー騎⼿の中ではトップクラスの実⼒。

ただ、営業能⼒が低いからか⾺質がどんどん落ちていっており、最近は騎乗機会⾃体がほとんど
ない。許容範囲の位置を取りつつじわっと乗って名⼈芸のような差し込みを⾒せることが多い。 

 

【２０２４年 騎手リーディング1５７位】 

土田 真翔（S係数１２５位） 
 

⼀⾔キャラ チャンスを逃してしまったことで浮上のきっかけが⾒えない。 
解説 それなりにチャンスがある⾺はいたと思うが新⼈の年は未勝利。減量の恩恵がある新⼈騎⼿にし

ては前に⾏く機会が少なく、なかなかこれから浮上するきっかけもなさそう。２０２４年は障害
競⾺にチャレンジしましたし、これからの主戦場は障害になりそう。 

 


